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かがやくヒト

石井 淳蔵（いしい じゅんぞう）
神戸大学・流通科学大学名誉教授。
神戸大学経営学部卒業、神戸大学経営学研究科修了、商学博士。
同志社大学商学部教授、神戸大学大学院経営学研究科教授、流通科学大学学長を経て現在。
著書に、『進化するブランド：オートポイエーシスと中動態の世界』（碩学舎）、『マーケティングの神話』（岩波書店）、『ブランド：
価値の創造』（岩波書店）、『ビジネス・インサイト：創造の知とは何か』（岩波書店）、『マーケティングを学ぶ』（筑摩書房）など。

中
動
態
と
い
う
言
葉
を
聞
か
れ
た
こ
と

が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

中
学
校
で
英
語
を
学
ん
だ
と
き
、
能
動

態
と
受
動
態
の
区
別
は
教
え
ら
れ
て
も
、

中
動
態
は
触
れ
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
。
し

か
し
、
日
本
語
を
使
い
慣
れ
て
い
る
私
た

ち
は
、
こ
の
中
動
態
を
巧
み
に
使
い
分
け

る
。
た
と
え
ば
、「
山
が
見
え
る
」「
音
が

聞
こ
え
る
」「
論
文
が
書
け
た
」
と
い
っ

た
言
い
方
は
そ
う
だ
。
川
端
康
成
の
小
説

『
雪
国
』
の
冒
頭
の
「
国
境
の
長
い
ト
ン

ネ
ル
を
抜
け
る
と
雪
国
で
あ
っ
た
。」
と

い
う
一
節
も
そ
う
。
い
ず
れ
も
中
動
態
に

属
す
る
の
だ
が
、
主
語
が
な
い
ま
ま
に
出

来
事
が
そ
の
ま
ま
立
ち
上
が
っ
て
く
る
か

の
よ
う
に
語
ら
れ
る
。

中
動
態
の
歴
史
は
古
く
、
古
事
記
の
書

き
方
か
ら
し
て
、「
誰
が
〇
〇
を
つ
く
っ
た
」

と
い
う
よ
り
、「
○
○
が
生
ま
れ
た
」
と

中
動
態
的
に
表
現
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

さ
ら
に
、
日
本
語
に
は
擬
音
語
や
擬
態
語

が
豊
富
に
存
在
し
て
い
て
、
中
動
態
の
用

法
と
あ
い
ま
っ
て
出
来
事
の
質
感
や
動
き

が
そ
の
ま
ま
伝
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
言

語
特
性
は
、
万
葉
集
や
源
氏
物
語
か
ら
始

ま
り
、
小
説
、
和
歌
、
俳
句
あ
る
い
は
エ
ッ

セ
イ
等
日
本
の
文
芸
の
発
展
を
支
え
て
き

た
背
景
で
も
あ
る
。

こ
の
中
動
態
言
語
用
法
に
よ
っ
て
、「
い

ま
、
こ
こ
で
起
き
て
い
る
出
来
事
」
を
、

何
か
の
結
果
と
し
て
説
明
す
る
前
に
、
ま

ず
「
そ
の
ま
ま
感
じ
と
り
、
伝
え
、
受
け

取
る
」
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
日
本
語
を

使
い
慣
れ
た
私
た
ち
は
、
今
起
き
て
い
る

出
来
事
を
そ
れ
と
し
て
意
味
づ
け
る
前
に
、

そ
の
出
来
事
の
な
か
に
身
を
置
き
つ
つ
、

そ
れ
を
共
有
で
き
る
の
だ
。

こ
の
感
覚
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
場
に
も

生
き
て
い
る
。
日
本
企
業
に
し
ば
し
ば
見

ら
れ
る
現
場
主
義
と
は
、
単
に
現
場
に
足

を
運
ぶ
と
い
う
行
動
原
則
だ
け
を
言
う
の

で
は
な
い
。
現
場
で
起
き
て
い
る
出
来
事

を
、
①
雰
囲
気
や
熱
量
を
含
め
て
感
じ
と

り
、
②
そ
の
ま
ま
人
に
伝
え
、
③
そ
れ
を

そ
れ
と
し
て
受
け
取
る
、
そ
ん
な
力
に
支

え
ら
れ
て
い
る
の
だ
。
ト
ヨ
タ
自
動
車
の

三
現
主
義
は
そ
の
典
型
だ
ろ
う
。
そ
こ
で

は
、「
い
ま
何
が
起
き
て
い
る
の
か
」
に

触
れ
る
こ
と
が
な
に
よ
り
重
視
さ
れ
る
。

日
本
企
業
の
現
場
主
義
は
、
中
動
態
の

言
語
用
法
が
育
て
る
こ
の
よ
う
な
言
語
感

覚
、「
い
ま
起
き
て
い
る
出
来
事
」
を
ビ

ビ
ッ
ド
に
つ
か
む
力
の
う
え
に
成
り
立
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。

神
戸
大
学

流
通
科
学
大
学 

名
誉
教
授

石
井 

淳
蔵

現
場
主
義
を
支
え
る

日
本
語
の
力

18 	 東海光学株式会社
	 代表取締役社長 古澤 宏和 氏
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温室効果ガスの影響で地球温暖化が深刻化する一方、世界中でAI（人工知能）が普及し稼働を支え
るデータセンターが大量の電力を消費している。太陽光や風力などの再生可能エネルギーだけで
はすべての電力を賄うことは困難だ。二酸化炭素を排出せず、燃料が海水から無尽蔵に手に入る

「核融合（フュージョン）エネルギー」への期待が高まっている。

夢のエネルギー
核融合発電

特 集

核融合科学研究所の大型ヘリカル装置（LHD）核融合科学研究所の大型ヘリカル装置（LHD）（写真提供：核融合科学研究所）（写真提供：核融合科学研究所）



核
融
合
科
学
研
究
所
の
役
割

岐
阜
県
土
岐
市
に
あ
る
核
融
合
科
学

研
究
所
は
、
大
型
ヘ
リ
カ
ル
装
置
（
Ｌ

Ｈ
Ｄ
）
や
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な

ど
を
共
同
利
用
す
る
施
設
で
す
。
そ
こ

で
は
私
た
ち
が
核
融
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

取
り
出
す
た
め
に
、
基
礎
と
な
る
科
学

分
野
の
学
術
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
研
究
所
の
施
設
で
は
一
般
の
方

向
け
に
、
案
内
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
無
料

の
見
学
コ
ー
ス
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

別
組
織
と
な
り
ま
す
が
、
茨
城
県

那な

か珂
市
に
あ
る
国
立
研
究
開
発
法
人
量

子
科
学
技
術
研
究
開
発
機
構（
Ｑ
Ｓ
Ｔ
）

の
核
融
合
実
験
施
設
「
Ｊ
Ｔ
―
６
０
Ｓ

Ａ
」
は
、
実
用
化
に
向
け
た
核
融
合
発

電
所
の
モ
デ
ル
版
を
作
っ
て
い
ま
す
。

目
的
は
違
い
ま
す
が
、
ど
ち
ら
も
「
地

上
の
太
陽
」
と
呼
ば
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
生
み
出
す
大
事
な
研
究
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

核
融
合
発
電
の
実
用
化

私
は
実
用
化
ま
で
に
は
ま
だ
相
応
の

年
月
が
か
か
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
新

発
明
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
、
す

ぐ
に
で
も
で
き
る
こ
と
を
否
定
は
し
ま

せ
ん
。
核
融
合
発
電
の
研
究
は
さ
ま
ざ

ま
な
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
で
も
行
わ
れ
て

い
ま
す
し
、
２
０
３
０
年
代
に
で
き
る

と
い
う
話
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
そ
れ
は

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

核
融
合
発
電
の
課
題
は
、
イ
ン
プ
ッ

ト
（
入
力
）
エ
ネ
ル
ギ
ー
よ
り
も
多
く

の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト（
出
力
）エ
ネ
ル
ギ
ー

を
、
継
続
的
に
出
せ
る
よ
う
に
す
る
こ

と
で
す
。
今
は
、
瞬
間
的
に
し
か
出
せ

て
い
ま
せ
ん
の
で
、
ま
だ
ま
だ
研
究
開

発
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

そ
れ
な
り
の
設
備
も
必
要
で
す
し
、

燃
料
の
採
取
方
法
も
含
め
て
、
全
体
の

コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
考
え
な
い

と
い
け
ま
せ
ん
。
安
定
的
に
採
算
が
成

り
立
つ
ほ
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
供
給
で

き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
に
は
、
ま
だ
か

か
り
そ
う
で
す
。
た
だ
歩
み
を
止
め
て

■ 経 歴
1952年、東京都生まれ。博士（理学）。
東京大学理学部化学科卒業、同大学院理学系研究科博士課程修了。理化学研究所、東京工業大学、東京大学大学院
新領域創成科学研究科、自然科学研究機構分子科学研究所などを経て、2022年より現職。科学技術振興機構研究
開発戦略センター長兼務。専門はナノ構造科学、物理化学。

大
学
共
同
利
用
機
関
法
人 

自
然
科
学
研
究
機
構

機
構
長川

合 

眞
紀 

氏

夢
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

核
融
合
発
電

日
本
の
研
究
力
強
化
と
新
分
野
創
成
に

貢
献
す
る
自
然
科
学
研
究
機
構
。
核
融

合
の
学
術
研
究
を
担
う
核
融
合
科
学
研

究
所
の
概
要
に
つ
い
て
川
合
眞
紀
機
構

長
に
お
話
を
伺
っ
た
。

し
ま
っ
た
ら
先
に
進
め
ま
せ
ん
の
で
、

成
果
が
出
る
ま
で
歩
み
続
け
る
だ
け
で

す
。
既
存
の
発
電
方
法
と
す
ぐ
に
置
き

換
わ
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
が
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
が
一
つ
増
え
る
の
は
良
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

世
界
最
先
端
の
研
究
を
推
進

自
然
科
学
研
究
機
構
に
属
す
る
５
つ

の
研
究
所
の
フ
ァ
ー
ス
ト
・
プ
ラ
イ
オ

リ
テ
ィ
は
、
世
界
最
先
端
の
研
究
を
推

進
す
る
こ
と
で
す
。
一
つ
の
大
学
で
は

持
ち
得
な
い
大
き
な
装
置
や
デ
ー
タ
、

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
技
術
な
ど
、

ト
ッ
プ
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
た
ち
が
使

用
す
る
も
の
を
大
学
の
研
究
者
な
ど
と

共
有
す
る
国
際
共
同
研
究
の
場
で
す
。

基
礎
生
物
学
・
生
理
学
・
分
子
科
学

の
３
つ
の
研
究
所
と
、
生
命
創
成
探
究

セ
ン
タ
ー
は
愛
知
県
岡
崎
市
に
置
か
れ

て
い
ま
す
。
1
9
7
5
年
、
愛
知
教
育

大
学
が
移
転
す
る
こ
と
に
伴
い
、
跡
地

に
文
部
科
学
省
（
当
時
文
部
省
）
直
轄

の
分
子
科
学
研
究
所
が
置
か
れ
た
こ
と

が
始
ま
り
で
す
。

研
究
所
の
中
で
最
も
長
い
歴
史
を
持

つ
の
が
、
東
京
都
三
鷹
市
に
あ
る
国
立

天
文
台
で
す
。
１
８
８
８
年
に
東
京
府

麻
布
区
に
で
き
た
東
京
大
学
の
旧
東
京

天
文
台
が
前
身
で
す
。
一
方
で
、
最
も

新
し
い
の
が
核
融
合
科
学
研
究
所
で

す
。
名
古
屋
大
学
の
プ
ラ
ズ
マ
研
究
所

か
ら
独
立
し
、
１
９
８
９
年
に
で
き
ま

し
た
。

研
究
所
は
そ
れ
ぞ
れ
ル
ー
ツ
は
違
い

ま
す
が
、
文
部
科
学
省
管
轄
の
研
究
所

と
し
て
、
自
然
科
学
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で

統
合
さ
れ
、
２
０
０
４
年
に
自
然
科
学

研
究
機
構
と
な
っ
て
い
ま
す
。
機
構
の

本
部
は
、
各
分
野
で
中
核
的
な
活
躍
を

す
る
研
究
現
場
の
環
境
を
整
え
、
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

組織図
監事

理事

機構長選考・監察会議

副機構長

経営協議会

機構会議

事務局

監査室

内部統制推進室

研究基盤戦略会議

教育研究評議会

共創戦略統括本部

情報基盤推進室

基金事業室

企画戦略室

岡崎共通研究施設

岡崎統合事務センター

アストロバイオロジーセンター

生命創生探求センター

国立天文台 核融合科学研究所 基礎生物学研究所 生理学研究所 分子科学研究所

機構長
役員会
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■ 経 歴
1959年、大阪府生まれ。博士（工学）。
東京大学工学部原子力工学科卒業、同大学院工学系研究科博士課程修了。名古屋大学プラズマ研究所、核融合科
学研究所、東京大学大学院新領域創成科学研究科などを経て、2025年より現職。専門は核融合学、原子力工学。

大
学
共
同
利
用
機
関
法
人 

自
然
科
学
研
究
機
構

副
機
構
長
　
核
融
合
科
学
研
究
所 

所
長

山
田 

弘
司 

氏

日
本
は
学
術
研
究
と
性
能
追
求
の
両
輪

で
進
む

核
融
合
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、
旧

ソ
連
や
ア
メ
リ
カ
な
ど
で
研
究
が
進
み
、

不
幸
な
こ
と
に
最
初
は
水
素
爆
弾
に
転

用
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
役
立
て
よ
う
と
い
う
研
究
が
、
70
年

ほ
ど
前
か
ら
各
国
で
始
ま
り
ま
し
た
。

核
融
合
発
電
は
、
太
陽
で
起
き
て
い

る
核
融
合
反
応
を
地
上
で
起
こ
し
、
そ

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
電
力
と
し
て
利
用
し

よ
う
と
す
る
仕
組
み
で
す
。
そ
の
際
に
、

1
億
度
と
い
う
極
め
て
高
温
な
環
境
下

と
な
る
プ
ラ
ズ
マ
状
態
を
作
り
出
す
必

核
融
合
発
電
は

「
地
上
の
太
陽
」

核
融
合
発
電
は
現
在
非
常
に
注
目
さ
れ

て
お
り
、世
界
中
で
研
究
開
発
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。
核
融
合
科
学
研
究
所
は
、

核
融
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
人
間
が
利
用
で

き
る
形
で
実
現
す
る
た
め
に
必
要
と
な

る
プ
ラ
ズ
マ
物
理
な
ど
、様
々
な
研
究

課
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
研
究
の
現

状
や
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
、山
田
弘

司
所
長
に
お
話
を
伺
っ
た
。

要
が
あ
り
ま
す
。

日
本
で
は
１
９
５
０
年
代
か
ら
ど
の

よ
う
に
核
融
合
研
究
に
取
り
組
ん
で
い

く
か
の
議
論
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
基
礎
研
究
重
視
の
Ａ
計
画
と
、
外

国
の
大
型
装
置
に
対
抗
す
る
装
置
を
建

設
し
て
性
能
を
追
求
し
、
核
融
合
炉
の

実
用
化
を
急
ぐ
Ｂ
計
画
、
の
両
輪
で
進

む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
Ａ
計
画
と
Ｂ
計
画
を
両

輪
で
進
め
て
き
た
こ
と
が
強
み
と
な
り
、

国
力
で
は
必
ず
し
も
ト
ッ
プ
と
は
い
え

な
い
日
本
が
今
、
核
融
合
の
分
野
で
総

合
的
に
世
界
の
ト
ッ
プ
に
立
っ
て
い
ま
す
。

核
融
合
科
学
研
究
所
は
、
学
術
研
究

の
Ａ
計
画
を
担
っ
て
い
ま
す
。
大
学
共

同
利
用
機
関
で
す
か
ら
、
所
内
に
は
研

究
者
や
技
術
者
が
１
８
０
名
ほ
ど
い

て
、
海
外
を
含
め
所
外
に
は
そ
の
約
10

倍
の
共
同
研
究
者
が
い
ま
す
。
そ
う
し

た
学
術
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
共
同

研
究
を
進
め
て
い
く
の
が
使
命
で
す
。

Ｂ
計
画
は
、
量
子
科
学
技
術
研
究
開

発
機
構
（
Ｑ
Ｓ
Ｔ
）
が
、
世
界
最
大
級

の
核
融
合
実
験
施
設
「
Ｊ
Ｔ
―
６
０
Ｓ

Ａ
」
を
持
ち
、
研
究
を
続
け
て
い
ま
す
。

Ｉイ

ー

タ

ー

Ｔ
Ｅ
Ｒ
の
国
内
実
施
機
関
も
Ｑ
Ｓ
Ｔ

が
担
っ
て
い
ま
す
。

各国の研究状況
● アメリカ

アメリカはスタートアップ企業など民間が主となって開発を進める。中でもコモンウェルス・フュージョン・
システムズ社が巨額投資をもとにトカマク型実験炉SPARCを建設中。2030年代の商用炉運転開始を目指す。

● 中国
中国は日本の10倍以上の予算と人員を投入。核融合技術総合研究施設CRAFT建設。2025年、トカマ

ク型実験装置で１億度のプラズマの1066秒維持を記録した。ITERに先駆けた核融合燃焼実証を目指す実
験炉を2027年に稼働開始予定、その次の発電炉計画にも着手。

● イギリス
イギリスはITER計画に参加していない。2024年、自国のトカマク型核融合実験装置JETで、5秒間で約

1万キロワット以上のエネルギー生成を記録した。2040年までに原型炉STEPからの発電開始を目指す。

ITER計画とは
フランスで世界7極（日本、ＥＵ、アメリカ、ロシア、韓国、中国、インド）33か国が協力して、人類初の

トカマク型国際熱核融合実験炉「ITER」を実現する国際プロジェクト。日本は超電導コイルや高周波加熱
装置「ジャイロトロン」、構成機器「ダイバータ」など、製造が難しい中核をなす部品を担当する。2007年
に建設を開始し、2034年の初期運転、2039年の本格運転を目指す。
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日本の研究状況

A計画（学術研究） B計画（装置建設・技術開発）

1950年代 核融合専門部会発足
核融合懇談会発足

日本原子力研究所発足

1960年代 名古屋大学プラズマ研究所発足

1970年代 大阪大学レーザー工学研究施設発足、のち
レーザー核融合研究センターへ

1980年代
名大プラズマ研を母体に核融合科学研究所
発足
阪大レーザー実験装置激光Ⅻ号完成

1990年代 核融合科学研究所の大型ヘリカル装置LHD
運転開始

2000年代 阪大レーザーエネルギー学研究センター
発足

日本原子力研究所が日本原子力研究開発機
構へ

2010年代 阪大レーザー科学研究所発足 量子科学技術研究開発機構（QST）発足

2020年代〜

大型ヘリカル装置LHD実験計画完遂
ポストLHD計画へ

QSTのトカマク型実験装置JT-60SA運転

2030年代

国際プロジェクトのトカマク型実験炉ITER
運転開始予定

2040年代

（各種公表資料を基におかしん総研作成）

ITER（ⓒITER Organization）

JT-60SA（写真提供：量子科学技術研究開発機構）

Q-DEMO（写真提供：量子科学技術研究開発機構）

QSTのトカマ
ク 型 原 型 炉
JA DEMOで
の発電実証を
経て、社会実
装へ

Column

核融合とは、質量の小さい原子核どうしが融合して、別の重い原子核に変わる反応のことだ。通常の状態では、
原子核が単独で存在することはないため、核融合反応が起こることはない。核融合反応を起こすには、物質の状態
を原子核と電子がバラバラとなるプラズマの状態にする必要がある。

核融合科学研究所では、このプラズマについての様々な研究をしている。ただし、核融合反応を起こす実験は行っ
ていない。

プラズマの仲間には、雷、オーロラ、太陽や蛍光灯がある。

核融合とは？

主な核融合スタートアップ

京都大学発の「京都フュージョニアリング」
（東京都）、核融合科学研究所出身メン
バーからなる「ヘリカルフュージョン」（東
京都）、大阪大の研究者らによる「エクス
フュージョン」（大阪府）など、さまざまな
スタートアップ企業が技術開発に参画。
2030年代の実用運転を目指す。

（写真提供：核融合科学研究所）
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核
融
合
発
電
は
資
源
問
題
を
解
消
す
る

は
っ
き
り
言
っ
て
し
ま
う
と
、
将
来

的
に
人
類
が
生
き
て
い
く
た
め
に
は
、

核
融
合
発
電
し
か
な
い
の
で
は
な
い
か

と
私
は
思
い
ま
す
。
ま
ず
C
O
²
（
二

酸
化
炭
素
）
を
出
し
ま
せ
ん
の
で
、
地

球
温
暖
化
へ
の
影
響
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
燃
料
で
あ
る
重
水
素
が
偏
在

せ
ず
海
水
中
に
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
乏
し
い
日
本
で

も
、
自
国
で
燃
料
が
調
達
で
き
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
燃
料
を
海
水
か
ら
取
り
出
す

技
術
は
必
要
で
す
。
核
融
合
発
電
が
成

功
し
た
ら
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
は
資
源

で
は
な
く
、
プ
ラ
ズ
マ
の
安
定
し
た
閉

じ
込
め
や
高
温
・
高
圧
環
境
の
安
全
な

維
持
と
い
っ
た
技
術
の
問
題
に
変
わ
る

で
し
ょ
う
。

核
融
合
反
応
を
起
こ
す
方
法

核
融
合
反
応
を
起
こ
す
方
法
に
は
、

い
く
つ
か
の
方
式
が
あ
り
、
日
本
は
3

ヘ
リ
カ
ル
型
は
日
本

独
自
の
技
術

つ
の
方
式
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
プ

ラ
ズ
マ
を
磁
場
で
閉
じ
込
め
る
ヘ
リ
カ

ル
型
と
ト
カ
マ
ク
型
。
そ
れ
か
ら
燃
料

に
レ
ー
ザ
ー
を
当
て
て
、
瞬
間
的
に
核

融
合
反
応
を
起
こ
さ
せ
る
レ
ー
ザ
ー
方

式
で
す
。

ト
カ
マ
ク
型
は
将
来
の
核
融
合
炉
に

最
も
近
い
と
さ
れ
、
世
界
中
で
研
究
さ

れ
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｔ
―
６
０
Ｓ
Ａ
や
Ｉ

Ｔ
Ｅ
Ｒ
も
ト
カ
マ
ク
型
で
設
計
さ
れ
た

実
験
装
置
で
す
。
ヘ
リ
カ
ル
型
は
日
本

独
自
の
技
術
で
、
大
型
実
験
装
置
は
日

本
と
ド
イ
ツ
に
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。レ
ー

ザ
ー
方
式
は
、
大
阪
大
学
の
レ
ー
ザ
ー

科
学
研
究
所
が
中
心
と
な
っ
て
研
究
を

行
っ
て
い
ま
す
。

指
導
原
理（
根
本
法
則
）を
示
す
こ
と
が

使
命我

々
の
仕
事
は
、
こ
の
方
向
に
進
ん

で
い
け
ば
上
手
く
い
く
、
と
い
う
モ
デ

ル
や
指
導
原
理
（
根
本
法
則
）
を
示
し

て
い
く
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
で

す
か
ら
原
理
や
検
証
は
さ
て
お
い
て
、

ま
ず
装
置
を
造
り
発
電
し
よ
う
と
い
う

今
の
風
潮
に
、
私
自
身
は
危
険
性
を
感

じ
て
い
ま
す
。
企
業
や
投
資
家
の
予
見

性
は
経
済
を
発
達
さ
せ
る
も
の
で
す
が
、

我
々
科
学
者
の
モ
ラ
ル
や
事
実
に
基
づ

い
た
予
見
性
と
は
異
な
り
ま
す
。

ヘ
リ
カ
ル
型
は
最
適
な
実
験
対
象

発
電
所
実
現
ま
で
の
道
の
り
と
し
て

は
、実
験
炉
→
発
電
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
を
す
る「
原
型
炉（
＆
実
証
炉
）」

→
商
用
炉
（
発
電
所
）
と
な
り
ま
す
。

学
術
研
究
を
担
う
核
融
合
科
学
研
究
所

が
、
ヘ
リ
カ
ル
型
の
実
験
装
置
を
使
い
、

失
敗
例
も
含
め
27
年
間
も
の
間
実
験

デ
ー
タ
を
蓄
積
し
て
き
た
の
は
、
ヘ
リ

カ
ル
型
の
核
融
合
炉
を
作
る
た
め
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ヘ
リ
カ
ル
型
が
実

験
対
象
と
し
て
優
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。

学
術
研
究
で
は
、
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ

が
最
も
大
事
で
す
。
ま
た
、
将
来
の
発

電
所
の
あ
る
べ
き
姿
を
考
え
た
時
、
連

続
し
て
安
定
し
た
運
転
が
で
き
る
こ
と
、

す
な
わ
ち
定
常
運
転
で
き
る
こ
と
は
、

ヘ
リ
カ
ル
型
の
大
き
な
魅
力
で
す
。

さ
ら
に
、
ヘ
リ
カ
ル
型
は
再
現
性
が

高
く
、
振
る
舞
い
（
運
動
）
が
わ
か
ら

な
い
プ
ラ
ズ
マ
を
調
べ
や
す
か
っ
た
の
で
す
。

計
測
技
術
は
世
界
一

プ
ラ
ズ
マ
の
振
る
舞
い
を
詳
し
く
調

べ
る
計
測
技
術
に
関
し
て
は
、
我
々
が

世
界
一
だ
と
言
え
ま
す
。

我
々
の
計
測
技
術
は
、
ど
れ
だ
け
小

さ
な
特
徴
が
見
え
る
か
と
い
う
空
間
分

解
能
や
ど
れ
だ
け
速
く
測
定
で
き
る
か

と
い
う
時
間
分
解
能
が
と
て
も
高
い
の

で
す
。
外
国
の
大
型
装
置
の
よ
う
に
、

と
に
か
く
結
果
が
一
番
と
な
る
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
デ
ー
タ
を
目
指
す
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

「
風
が
吹
け
ば
桶
屋
が
儲
か
る
」
と

言
い
ま
す
が
、
ど
う
し
て
儲
か
る
の
か
、

そ
の
間
に
何
が
起
き
た
の
か
を
知
ら
な

い
と
い
け
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
操
作
か

ら
結
果
に
至
る
ま
で
の
、
安
全
性
や
実

現
性
に
直
接
関
わ
る
過
程
が
、
詳
細
に

見
え
る
よ
う
に
研
究
し
て
き
た
の
で
す
。

２
０
２
５
年
12
月
に
、大
型
ヘ
リ
カ
ル

装
置（
Ｌ
Ｈ
Ｄ
）で
の
実
験
を
終
え
る

Ｌ
Ｈ
Ｄ
に
は
、
加
熱
装
置
と
冷
却
装

置
、
真
空
排
気
装
置
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

実
験
で
は
、
1
億
度
以
上
に
達
す
る
超

高
温
の
プ
ラ
ズ
マ
状
態
を
作
っ
た
り
、

そ
の
プ
ラ
ズ
マ
を
装
置
に
閉
じ
込
め
る

た
め
の
磁
場
を
液
体
ヘ
リ
ウ
ム
で
マ
イ

ナ
ス
2
6
9
度
～
2
7
0
度
の
低
温
超

伝
導
の
状
態
で
維
持
し
た
り
と
運
転
に

大
規
模
な
財
源
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

計
測
技
術
の
発
達
に
よ
り
、
よ
り
小

さ
な
装
置
で
も
プ
ラ
ズ
マ
を
調
べ
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
新
し

い
研
究
を
進
め
る
た
め
に
も
、
現
在
の

装
置
を
止
め
る
と
い
う
決
断
を
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
Ｌ
Ｈ
Ｄ
よ
り
小
型
の
新
し

い
ヘ
リ
カ
ル
装
置
Ｃ
Ｈ
Ｄ
―
Ｕ
を
設
置

し
て
、
精
密
さ
を
追
求
し
ま
す
。

核
融
合
発
電
は
い
つ
実
現
で
き
る
か

核
融
合
発
電
に
つ
い
て
は
、「
30
年

後
に
実
現
す
る
」
と
言
い
続
け
て
ま
だ

で
き
て
い
な
い
の
で
、
あ
て
に
な
ら
な

い
「
蜃
気
楼
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
揶
揄

さ
れ
て
い
ま
す
。「
で
き
な
い
」
の
で

は
な
く
、「
時
間
が
か
か
る
」
の
で
す
。

社
会
が
必
要
と
す
る
度
合
い
と
、
科

学
技
術
の
進
歩
が
そ
ろ
っ
た
と
き
、
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
起
こ
り
ま
す
。
核
融

合
で
も
、
核
融
合
反
応
を
起
こ
す
こ
と

は
で
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
コ
ン
セ

ン
ト
か
ら
安
定
し
て
電
気
が
取
り
出
せ

る
ま
で
に
は
ま
だ
道
の
り
は
遠
い
で
す
。

こ
こ
に
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
の
で
す
。

わ
が
国
で
は
、
２
０
３
０
年
代
に
核

融
合
発
電
実
証
を
目
指
す
と
い
う
旗
を

掲
げ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
間
に
合
わ

せ
、「
原
型
炉
」
で
の
発
電
は
実
現
可

能
と
考
え
ま
す
。
し
か
し
、
数
十
万
キ

ロ
ワ
ッ
ト
の
送
電
を
安
定
に
行
う
と
い

う
商
用
炉
の
実
現
は
そ
の
先
と
な
り
ま

す
。
２
０
５
０
年
代
に
、
商
用
炉
が
で

き
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（各種公表資料を基におかしん総研作成）

核融合発電 原子力発電

仕組み

重水素と三重水素の核融合反
応で生じる熱エネルギーで水
を沸かし、蒸気でタービンを
回して発電する

ウランの核分裂反応で生じる
熱エネルギーで水を沸かし、
蒸気でタービンを回して発電
する

メリット

•CO₂を排出しない
•�高レベル放射性廃棄物を
　排出しない
•�エネルギー効率が高い
　�水素1グラムで石油8トン分

のエネルギーが得られる
•�燃料を海水から安定調達で

きる
•�核融合反応の暴走が起こり

にくい

•CO₂を排出しない
•エネルギー効率が高い
　�ウラン1グラムで石油2000

リットル（1.8トン）分のエ
ネルギーが得られる

課題

•�プラズマ制御技術等の技術
向上

•�設備建設費等膨大なコスト
負担

•定常運転の確保

•高レベル放射性廃棄物の処理
•�設備建設費等膨大なコスト

負担
•燃料の外国依存
•�核分裂反応の暴走リスクへ

の対応

核融合の種類
● ヘリカル型

コイルをらせん状にひねってドーナツ型の磁場を作り、
プラズマを容器に閉じ込める。

● トカマク型
プラズマ中に電流を流すことでドーナツ型の磁場を

作り、プラズマを容器に閉じ込める。

● レーザー方式
強力なレーザーを使って、超高密度の状態（爆縮）

を作る。 （写真提供：核融合科学研究所）
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そば作りをトータルサポート

株式会社國光社

石
臼
製
粉
機
か
ら
原
料
流
通
ま
で
、そ

ば
作
り
を
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
。「
粉

か
ら
世
界
を
変
え
る
」と
い
う
想
い
の

も
と
挑
戦
を
続
け
る
株
式
会
社
國こ

っ
こ
う
し
ゃ

光
社

の
代
表
取
締
役 

蟹
江
陽
介
氏
に
お
話

を
伺
っ
た
。

�

（
笠
寺
支
店
お
取
引
先
）

メ
ー
カ
ー
事
業
、O
E
M
事
業
、

そ
ば
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
三
本
柱

で
事
業
を
展
開

事
業
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

当
社
は
、
農
家
が
自
分
で
収
穫
し
た

穀
物
を
粉
に
す
る
時
に
使
う
製
粉
機

や
、
味
噌
す
り
機
、
餅
練
り
機
、
ふ
る

い
機
と
い
っ
た
小
型
加
工
機
を
製
造
販

売
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
店
舗
な
ど

業
務
用
の
石
臼
・
金
臼
製
粉
機
や
脱
皮

機
な
ど
そ
ば
関
連
の
加
工
機
器
も
製
造

販
売
し
て
い
ま
す
。
社
内
で
一
貫
生
産

し
て
お
り
、
特
注
品
へ
の
対
応
も
可
能

で
す
。

そ
の
他
に
自
社
の
工
場
設
備
を
活
用

し
て
他
社
製
品
を
作
る
O
E
M
事
業
、

そ
ば
の
実
や
粉
を
農
家
や
製
粉
所
か
ら

仕
入
れ
て
販
売
す
る
そ
ば
サ
ポ
ー
ト
事

業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

O
E
M
事
業
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ

さ
い
。

他
社
製
品
を
受
託
生
産
す
る
仕
事
で

す
。
機
械
製
造
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
持
ち
合

わ
せ
て
い
ま
し
た
の
で
、
図
面
さ
え
あ

れ
ば
す
ぐ
に
対
応
が
出
来
る
た
め
始
め

ま
し
た
。
産
業
機
械
が
中
心
で
、
本
業

に
関
連
し
な
い
分
野
で
す
。

そ
ば
サ
ポ
ー
ト
事
業
で
は
ど
の
よ
う
な

こ
と
を
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
。

私
が
入
社
し
て
か
ら
立
ち
上
げ
た
新

規
事
業
な
の
で
す
が
、
そ
ば
関
連
機
器

の
開
発
・
販
売
か
ら
原
材
料
の
提
供
ま

で
、
そ
ば
作
り
を
ト
ー
タ
ル
で
サ
ポ
ー

ト
す
る
仕
事
で
す
。
お
客
様
の
「
打
ち

た
い
そ
ば
」
の
た
め
に
、
最
適
な
原
材

料
を
提
供
す
る
業
務
が
主
力
と
な
っ
て

い
ま
す
。

米
国
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
に
営
業
所
を
お
持

ち
で
す
。

２
０
１
９
年
、
ア
メ
リ
カ
と
カ
ナ

ダ
で
石
臼
製
粉
機
を
使
う
際
に
必
要

な
規
格
Ｎ
Ｓ
Ｆ
マ
ー
ク
を
取
得
し
、

K
O
K
K
O
S
H
A 

S
T
O
N
E 

M
I
L
L 

Ｃ
Ｏ
．
L
T
D
を
設
立
し

ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
で
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
そ
ば
の
生
産
、
加
工
、
販
売
を
行
う

た
め
製
粉
所
を
併
設
し
た
営
業
所
を
開

設
し
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
そ
ば
屋
さ

ん
や
ア
メ
リ
カ
で
そ
ば
屋
さ
ん
を
開
店

し
た
い
方
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
予
定
で

し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
休
業
状
態
と
な

り
ま
し
た
。
今
後
、
見
直
し
を
進
め
て

い
く
予
定
で
す
。

そ
ば
の
実
や
粉
の
販
売
が
好
調
と
伺
い

ま
し
た
。

そ
う
で
す
ね
。
販
売
を
始
め
た
年
が

2
0
2
1
年
だ
っ
た
の
で
す
が
、
当
初
の

売
上
は
年
商
6
0
0
万
円
ほ
ど
で
し
た
。

少
し
ず
つ
増
え
て
い
き
、
そ
ば
の
チ
ェ
ー

ン
店
と
契
約
で
き
た
こ
と
で
大
き
く
成

長
し
ま
し
た
。
現
在
は
2
・
5
億
円
を

超
え
る
事
業
部
門
と
な
っ
て
い
ま
す
。

300

250

200

250

100

50

0
2021 2022 2023 2024 2025
17

51
111

178

324

5 年の成長率
約1806％!

石臼製粉機 玄そば脱皮機 玄そば磨機

製粉機 餅練り機 味噌すり機

年間取引
顧客数の推移
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原
材
料
ま
で
取
り
扱
う
こ
と
に
な
っ
た

き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

入
社
後
、
営
業
を
担
当
し
て
い
た
の

で
す
が
、
石
臼
製
粉
機
は
思
う
よ
う
に

は
売
れ
ま
せ
ん
。
1
0
0
～
1
2
0
万

円
と
い
っ
て
も
個
人
店
に
は
大
き
な
買

い
物
で
す
。
そ
も
そ
も
石
臼
製
粉
機
は

定
期
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
え
ば
、

長
く
使
え
る
も
の
な
の
で
す
。

そ
こ
で
思
い
切
っ
て
ア
メ
リ
カ
に
活

路
を
求
め
ま
し
た
。
学
生
時
代
に
滞
在

し
て
い
た
経
験
が
あ
り
ま
し
た
し
、
寿

司
や
ラ
ー
メ
ン
ほ
ど
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
そ
ば
も
和
食
と
し
て
認
知
さ
れ
て

い
た
か
ら
で
す
。
営
業
を
し
て
み
る
と

石
臼
製
粉
機
よ
り
も
、
そ
ば
粉
が
欲
し

い
と
い
う
声
を
多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

日
本
で
も
同
じ
よ
う
な
需
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
始
め
た
の
が
き
っ
か
け

で
す
。

何
種
類
く
ら
い
取
り
扱
っ
て
い
る
の
で

す
か
。

常
時
20
種
類
以
上
の
産
地
と
品
種
を

取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。
お
店
は
、
製
粉

所
か
ら
製
粉
さ
れ
た
粉
を
買
う
の
が
一

般
的
で
す
。
し
か
し
、
ほ
と
ん
ど
の
製

粉
所
は
2
～
3
種
類
の
在
庫
し
か
置
い

て
い
ま
せ
ん
。
産
地
や
品
種
に
こ
だ

わ
っ
た
そ
ば
を
打
ち
た
い
と
い
う
お
店

の
要
望
に
応
え
き
れ
な
い
こ
と
が
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

当
社
の
場
合
、
創
業
か
ら
製
粉
機
を

取
り
扱
っ
て
い
た
た
め
、
各
地
の
生
産

農
家
や
製
粉
所
と
お
取
引
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
点
を
活
か
し
て
直
接
取
引
し

て
い
ま
す
。
お
店
が
希
望
す
る
全
国
の

産
地
か
ら
、
そ
ば
の
実
や
粉
を
お
届
け

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
、
当
社
の
強

み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

創
業
1
0
0
余
年
の

製
粉
機
メ
ー
カ
ー

1
9
1
7（
大
正
6
）年
の
創
業
と
伺
い

ま
し
た
。

私
の
3
代
前
、
曽
祖
父
の
蟹
江
邦
三

郎
が
人
力
で
回
す
籾も
み
す
り摺
土ど
う
す臼
の
製
造
販

売
を
始
め
た
こ
と
が
当
社
の
始
ま
り
で

す
。
籾
摺
土
臼
は
、
脱
穀
し
た
籾
か
ら

殻
だ
け
を
取
り
除
き
、
玄
米
の
状
態
に

す
る
道
具
で
す
。
人
力
か
ら
機
械
化
し

て
主
力
製
品
と
し
て
製
造
販
売
し
て
き

た
の
で
す
が
、
大
手
メ
ー
カ
ー
の
参
入

を
受
け
て
製
粉
機
な
ど
製
品
群
を
増
や

し
て
い
き
ま
し
た
。

O
E
M
事
業
を
立
ち
上
げ
た
経
緯
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

1
9
7
0
年
代
に
入
る
と
産
業
構
造

の
変
化
が
本
格
化
し
、
農
家
の
数
は
激

減
し
ま
し
た
。
同
時
に
農
家
向
け
自
社

製
品
の
販
売
も
落
ち
込
む
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
自
社
の
工
場
・
設
備
を
活
用

し
て
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
模
索

し
て
、
私
の
祖
父
、
2
代
目
社
長
の
蟹

江
昌
功
が
他
社
製
品
の
受
託
生
産
を
始

め
ま
し
た
。
ピ
ー
ク
時
は
、
売
り
上
げ

全
体
の
7
割
を
占
め
る
ほ
ど
に
な
り
ま

し
た
が
、
景
気
に
左
右
さ
れ
や
す
い
面

が
あ
り
、業
績
は
安
定
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

ど
の
よ
う
な
改
善
を
図
っ
た
の
で
す
か
。

偶
然
の
出
来
事
で
改
善
を
図
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
あ
る
時
、
農
家
さ
ん

か
ら
そ
ば
の
殻
剥
き
機
を
作
っ
て
欲
し

い
と
い
う
依
頼
を
受
け
ま
し
た
。
30
万

円
く
ら
い
で
と
の
依
頼
で
し
た
が
、
費

用
が
嵩
ん
で
倍
ほ
ど
の
価
格
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
と
に
か
く
、
完
成
品

を
農
家
さ
ん
に
送
り
ま
し
た
。
す
る
と
、

「
そ
ば
屋
で
売
れ
ま
す
よ
」
と
い
う
返

事
が
届
い
た
の
で
す
。
後
で
知
っ
た
の

で
す
が
、
当
時
の
殻
剥
き
機
は
1
台

2
0
0
～
3
0
0
万
円
く
ら
い
し
て
い

ま
し
た
。
そ
れ
が
、
60
万
円
ほ
ど
で
作

れ
る
と
わ
か
っ
た
の
で
す
。
売
れ
る
と

確
信
し
て
販
売
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
、

付
随
し
て
そ
ば
の
実
の
選
別
機
や
磨
き

機
、
果
て
に
は
石
臼
ま
で
作
っ
て
欲
し

い
と
な
っ
て
、
以
降
は
業
績
が
安
定
す

る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

蟹
江
社
長
は
当
初
別
の
会
社
に
お
勤
め

だ
っ
た
と
伺
い
ま
し
た
。

実
は
私
は
小
さ
い
頃
、
そ
ば
ア
レ
ル

ギ
ー
で
し
た
。
会
長（
父
）が
家
に
帰
っ

て
く
る
と
体
が
か
ゆ
く
な
る
の
で
、
そ

ば
は
苦
手
だ
っ
た
の
で
す
。
家
業
を
継

ぐ
こ
と
は
で
き
な
い
と
あ
き
ら
め
て
、

名
古
屋
に
本
社
を
置
く
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
会
社
に
就
職
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

身
内
で
家
業
を
継
続
し
た
い
と
思
い
、

2
0
1
8
年
に
入
社
し
ま
し
た
。
4
代

目
の
社
長
に
就
任
し
た
の
は
昨
年
、

2
0
2
5
年
の
こ
と
で
す
。

そ
ば
打
ち
を
さ
れ
る
そ
う
で
す
ね
。

自
分
が
機
械
を
扱
っ
て
い
る
以
上
、

そ
ば
に
つ
い
て
も
っ
と
知
ろ
う
と
思
い

教
わ
り
ま
し
た
。
機
械
を
納
め
て
終
わ

福島県
天の香

福井県
福井在来

栃木県
鹿沼在来

茨城県
常陸秋そば

群馬県
常陸秋そば

鹿児島県
鹿屋在来

秋田県
最上早生
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り
で
は
な
く
、
営
業
活
動
で
お
客
様
と

の
話
が
広
が
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

取
り
揃
え
た
そ
ば
は
全
て
自
分
た
ち

で
製
粉
、
そ
ば
打
ち
、
試
食
ま
で
し
て

特
徴
を
掴
ん
で
い
ま
す
。
大
人
に
な
っ

て
、
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
は
少
し
改
善
し

た
よ
う
に
も
思
い
ま
す
。

事
業
承
継
は
上
手
く
い
き
ま
し
た
か
。

入
社
し
て
会
社
を
中
か
ら
見
て
み
る

と
、「
な
ぜ
」
と
疑
問
に
思
う
こ
と
が

で
て
き
ま
す
。
例
え
ば
、
機
械
の
販
売

実
績
の
わ
り
に
納
品
価
格
が
異
常
に
安

い
先
が
あ
る
と
い
っ
た
こ
と
で
す
。
当

社
に
は
長
い
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ

に
は
先
代
か
ら
の
し
が
ら
み
も
あ
り
、

ト
ッ
プ
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
変
え
ら
れ

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

先
代
は
、
比
較
的
早
い
時
期
に
事
業

承
継
を
決
断
し
て
く
れ
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。
当
然
、
ま
だ
多
く
の
こ
と
を
教

わ
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

会
長
と
し
て
現
役
で
現
場
に
い
る
の

で
、
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
家
族

で
あ
る
こ
と
が
災
い
し
て
素
直
に
聞
き

入
れ
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

そ
こ
は
上
手
く
や
っ
て
い
ま
す
。

飲
食
業
界
へ
の
進
出
が
夢

今
後
の
事
業
展
開
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い
。

最
優
先
事
項
と
考
え
て
い
る
の
は
、

原
材
料
販
売
部
門
の
事
業
拡
大
で
す
。

例
え
ば
、
小
麦
（
粉
）
の
販
売
で
す
。

健
康
志
向
の
影
響
か
ら
、
石
臼
挽
き
の

小
麦
粉
を
使
っ
た
自
家
製
パ
ン
を
売
り

に
す
る
パ
ン
屋
さ
ん
は
増
え
て
い
ま
す
。

白
米
の
代
わ
り
に
玄
米
を
食
べ
る
感
覚

だ
と
思
い
ま
す
。
先
に
も
お
話
し
た
と

お
り
小
麦
も
製
粉
会
社
か
ら
粉
の
状
態

で
買
う
の
が
一
般
的
で
す
が
、
小
麦
か

ら
挽
き
た
い
と
考
え
る
店
も
増
え
て
い

ま
す
。
小
麦
の
石
臼
製
粉
機
は
こ
れ
か

ら
か
な
り
伸
び
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

次
に
、
ま
だ
10
台
ほ
ど
の
実
績
し
か

あ
り
ま
せ
ん
が
、
製
麺
機
の
製
造
販
売

に
も
注
力
す
る
予
定
で
す
。

最
終
的
な
目
標
に
な
り
ま
す
が
、
飲

食
業
界
へ
の
進
出
が
夢
で
す
。
精
肉
店

が
焼
肉
店
を
展
開
し
て
い
る
よ
う
に
、

製
粉
機
や
原
材
料
を
扱
う
当
社
が
、
手

打
ち
そ
ば
な
ど
の
そ
ば
料
理
を
看
板
に

し
た
「
そ
ば
居
酒
屋
」
を
展
開
で
き
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

取締役会長　蟹江達朗 氏

 100年のあゆみ
100 YEARS  OF  HISTORY 

1917年	 農具である人力用籾摺土臼の製造販売を始める
	 　 名古屋市南区星崎1丁目にて蟹江邦三郎が國光社を創業する

1933年	 ゴムロール式籾摺機を開発
1939年	 穀物製粉機の製造販売
1949年	 資本金100万円にて株式組織とする
1950年	 全自動籾摺機の製造販売
1953年	 餅練り機を開発
1956年	 木工場・総組立工場新設
1959年	 スチール製小型籾摺機生産開始
	 伊勢湾台風にて工場が壊滅的被害に遭う
1963年	 資本金1600万円となり、機械組み立て工場建設／事務所建設
1965年	 資本金3000万円、鈑金・塗装工場建設
	 家庭用餅つき機オパールを発売
1968年	 2代目社長に蟹江昌功が就任
1970年	 餅つき機ニューオパールを発売
	 籾摺機生産中止
1972年	 新規事業（OEM部門）＝一般産業機械の共同開発、受託生産を始める
1978年	 家庭用製粉機販売／練式餅つき機モーター付き販売
1979年	 家庭用電動ふるい機／人参洗浄機発売
1981年	 ㈱間瀬様との取引開始
1983年	 開先機をOEMで製作開始
1984年	 第一工機組立工場新設
1985年	 MCK様との取引開始
1986年	 ニューこだま号万能機（粉・餅・味噌すり機）生産
1988年	 バブル突入で、OEM部門の売上げ比率が7割

1990年	 第二工機組立工場新設 
1992年	 新事務所　建設
1993年	 新規事業＝玄そば脱皮機の開発
	 OEM部門＝日本特殊陶業㈱様との取引開始（IC基盤面押機・セラミック加工機等）
1995年	 サラザン㈱服部隆氏がそば部門アドバイザーに就任
1996年	 石臼開発
1997年	 選別機開発
1999年	 磨機開発により、そば関連製品の確立
2003年	 3代目社長に蟹江達朗が就任
2006年	 機械工場改築
2009年	 そば製品の小型化開発
2013年	 そば関連商品＝韓国㈱進英テック様との取引開始
	 餅つき機生産中止
2016年	 低価格石臼の開発
2017年	 石臼目立て汎用旋盤を導入
	 高性能低価格の脱皮機の開発

2019年	 米国ポートランドに「KOKKOSHA STONE MILL CO．LTD」を設立
2020年	 新規事業（そばサポート）がスタート
2024年	 製麺機の開発
2025年	 4代目社長に蟹江陽介が就任
	 製粉工場の開設

大 正

昭 和

平 成

令 和
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会 社 概 要
商　　号	 株式会社國光社
所 在 地	 名古屋市南区星崎一丁目132-1
設　　立	 昭和24年9月15日
従業員数	 33名



東海光学株式会社

代表取締役社長 古
ふるざわ

澤 宏
ひろかず

和 氏

御
社
の
事
業
の
概
要
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。

レ
ン
ズ
の
素
材
開
発
か
ら
設
計
、
加

工
、
販
売
ま
で
を
一
貫
し
て
自
社
で

行
っ
て
い
る
眼
鏡
事
業
と
、
眼
鏡
事
業

で
培
っ
た
ド
ラ
イ
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
技
術

を
応
用
し
、
セ
ン
サ
ー
用
フ
ィ
ル
タ
や

医
療
・
産
業
用
の
光
学
製
品
を
開
発
、

製
造
、
販
売
す
る
光
機
能
事
業
、
こ
の

２
つ
を
柱
に
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

代
は
、
出
資
会
員
の
代
表
と
し
て
、
会

員
の
総
意
を
当
金
庫
の
経
営
に
反
映

す
る
重
要
な
役
割
を
担
う
。
任
期
は
３
年
で
、

当
金
庫
の
総
代
数
は
２
０
７
名（
２
０
２
６
年

4
月
末
現
在
）。

　

本
シ
リ
ー
ズ
は
、２
０
２
５
年
に
総
代
に
選

出
さ
れ
た
方
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
掲
載
し
て

い
き
ま
す
。

総経 歴
　1970年愛知県岡崎市生まれ。94年中央大学理工学部を卒業後、東海
光学入社。社長室長兼海外事業担当、専務を経て2009年から現職。

会社概要
[会社名]	 東海光学株式会社（本店営業部お取引先）
[ＵＲＬ］	 https://www.tokaiopt.co.jp/
[本　社]	 愛知県岡崎市恵田町下田5番地26
[設　立]	 1957年11月　（創業1939年）
[資本金]	 100百万円
[従業員]	 377名（2025年9月末時点）
[事業内容]	� 眼鏡レンズの製造販売、光学薄膜加工及び光学薄膜製品の

製造販売 

世
界
屈
指
の
眼
鏡
レ
ン
ズ

メ
ー
カ
ー

眼
鏡
事
業
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

１
９
３
９
年
創
業
以
来
、
眼
鏡
レ
ン

ズ
メ
ー
カ
ー
と
し
て
邁
進
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
メ
ガ
ネ
レ
ン
ズ
は
長
年
「
見

る
」
を
支
え
る
こ
と
で
、
多
く
の
人
々

の
暮
ら
し
を
豊
か
に
す
る
役
割
を
担
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
で
当
社
は
、

あ
ら
ゆ
る
ニ
ー
ズ
に
応
え
な
が
ら
、
常

に
新
し
い
価
値
を
提
案
す
る
商
品
開
発

に
取
り
組
み
、
現
在
で
は
、
日
本
国
内

に
と
ど
ま
ら
ず
、
世
界
90
カ
国
以
上
に

販
売
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

当
社
の
強
み
の
一
つ
は
、
独
自
性

の
あ
る
商
品
開
発
に
あ
り
ま
す
。

２
０
０
６
年
に
は
、
世
界
最
高
屈
折
率

（
1
・
76
）
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
素
材
レ

ン
ズ
（
ベ
ル
ー
ナ
Ｚ
Ｘ
シ
リ
ー
ズ
）
を

世
界
で
初
め
て
商
品
化
し
ま
し
た
。

ほ
か
に
も
、「
脳
科
学
レ
ン
ズ
」「
遮

光
眼
鏡
」「
ア
イ
ケ
ア
デ
ザ
イ
ン
レ
ン
ズ
」

と
い
っ
た
独
自
性
の
あ
る
レ
ン
ズ
を
手

が
け
て
い
ま
す
。

世
界
最
高
屈
折
率
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
レ

ン
ズ
に
つ
い
て
詳
し
く
教
え
て
く
だ
さ

い
。屈

折
率
は
、
レ
ン
ズ
の
薄
さ
や
仕
上

が
り
に
大
き
く
影
響
す
る
重
要
な
要
素

で
す
。

屈
折
率
1
・
76
素
材
は
、プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
レ
ン
ズ
と
し
て
世
界
No
１
の
屈
折
率

を
誇
り
、
こ
れ
に
よ
り
「
薄
さ
」
と
「
快

適
な
掛
け
心
地
」
の
両
立
を
可
能
に
し

て
い
ま
す
。

1
・
76
素
材
を
採
用
し
た
レ
ン
ズ
は
、

一
般
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
レ
ン
ズ
と
比
較

し
て
、
薄
型
化
が
可
能
で
す
。
特
に
度

数
が
強
い
場
合
で
も
、
レ
ン
ズ
の
厚
み

を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
、
メ
ガ
ネ
装
用

時
の
見
た
目
の
印
象
を
す
っ
き
り
と
整

え
る
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。
ま
た
、

薄
型
化
に
よ
り
レ
ン
ズ
重
量
も
軽
減
さ

れ
、
長
時
間
の
装
用
に
お
い
て
も
快
適

さ
を
保
ち
や
す
い
特
長
が
あ
り
ま
す
。

光
機
能
事
業
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ

い
。光

機
能
事
業
は
、
１
９
９
８
年
に
立

ち
上
げ
た
新
事
業
（
当
時
は
薄
膜
事
業

部
）
で
す
。
眼
鏡
事
業
で
培
っ
た
真
空

蒸
着
に
よ
る
反
射
防
止
コ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
は
じ
め
と
す
る
ド
ラ
イ
コ
ー
テ
ィ
ン

グ
技
術
を
発
展
さ
せ
、
さ
ま
ざ
ま
な
工

業
製
品
へ
の
応
用
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
現
在
で
は
、
光
学
薄
膜
の
成
膜
に

と
ど
ま
ら
ず
、
光
学
部
品
の
提
供
や
光

学
技
術
を
応
用
し
た
製
品
開
発
ま
で
、

幅
広
い
事
業
領
域
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

い
ま
す
。

な
お
、
当
事
業
部
で
独
自
開
発
し

た
光
セ
ン
サ
ー
用
集
光
器
が
東
京
大

学
宇
宙
線
研
究
所
様
に
採
用
さ
れ
、

２
０
１
８
年
に
ス
ペ
イ
ン
領
カ
ナ
リ
ア

諸
島
の
ラ
・
パ
ル
マ
島
に
完
成
し
た
世

界
最
大
級
の
ガ
ン
マ
線
天
文
台
「
チ
ェ

レ
ン
コ
フ
望
遠
鏡
ア
レ
イ
」
に
搭
載
さ

れ
ま
し
た
。

チェレンコフ望遠鏡アレイと
光センサー用集光器

世界最高屈折率のレンズ

新総代に聞く新総代に聞く
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御
社
の
沿
革
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ

い
。当

社
は
、
祖
父
の
古
澤
静
（
故
・
名

誉
会
長
）
が
弟
・
正
男
（
故
・
相
談

役
）
と
共
に
名
古
屋
に
「
古
澤
レ
ン
ズ

工
場
」
を
興
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

1
9
3
9
年
（
昭
和
14
）
３
月
の
こ
と

で
す
。

現
在
は
も
っ
ぱ
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に

と
っ
て
代
わ
り
ま
し
た
が
、
当
時
の
素

材
は
す
べ
て
ガ
ラ
ス
で
し
た
。

も
ま
だ
比
率
は
伸
び
る
の
で
は
な
い
か

と
見
て
い
ま
す
。
単
価
が
上
が
り
ま
す

か
ら
、
業
界
に
と
っ
て
も
プ
ラ
ス
で
す
。

御
社
の
強
み
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ

い
。専

門
的
な
開
発
力
や
技
術
力
は
不
可

欠
で
す
。

レ
ン
ズ
の
機
能
は
、
屈
折
率
の
高
い

レ
ン
ズ
と
い
っ
た
素
材
開
発
。
非
球
面

レ
ン
ズ
や
遠
近
両
用
レ
ン
ズ
な
ど
の
設

計
開
発
。
反
射
防
止
や
レ
ン
ズ
を
曇
り

に
く
く
さ
せ
る
な
ど
の
コ
ー
テ
ィ
ン

グ
、
レ
ン
ズ
に
色
を
付
け
、
眩
し
さ
の

調光レンズ レンズの色変化

東
海
光
学
の
設
立
へ

眼
鏡
店
は
ど
の
よ
う
に
レ
ン
ズ
提
案
を

行
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。　

「
物
が
見
え
れ
ば
い
い
（
視
力
を
補

正
す
る
）」
だ
け
で
な
く
、「
生
活
の
中

で
い
か
に
こ
の
メ
ガ
ネ
を
活
か
し
て
い

く
の
か
」。
そ
う
し
た
提
案
を
す
る
ス

タ
イ
ル
に
変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

メ
ガ
ネ
の
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を
訴
求

す
る
、
メ
ガ
ネ
も
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
１

つ
、
と
い
っ
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
手
法

も
よ
く
練
ら
れ
て
い
る
気
が
し
ま
す
。

た
と
え
ば
、
調
光
レ
ン
ズ
と
い
っ
て
、

紫
外
線
や
可
視
光
線
の
量
に
よ
っ
て
カ

ラ
ー
濃
度
が
変
化
す
る
レ
ン
ズ
も
以
前

か
ら
あ
っ
た
の
で
す
が
、
な
か
な
か
普

及
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ

こ
数
年
売
れ
行
き
が
良
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
大
手
チ
ェ
ー
ン
店
様
の
巧
み

な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
奏
功
し
た
の

か
、
サ
ン
グ
ラ
ス
の
使
用
と
並
行
し
て
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
性
や
機
能
性
を
ア
ピ
ー

ル
し
て
２
本
目
と
し
て
購
入
し
て
い
た

だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

一
時
期
、
国
内
の
調
光
レ
ン
ズ
の
比

率
は
１
％
あ
る
か
な
い
か
で
し
た
が
、

現
在
は
6
％
近
く
ま
で
伸
び
て
い
ま

す
。
中
国
は
じ
め
ア
ジ
ア
諸
国
で
は

25
％
ほ
ど
あ
り
ま
す
か
ら
、
日
本
国
内

Ａ
Ｊ
Ｏ
Ｃ
）」
か
ら
共
同
仕
入
れ
の
た

め
の
指
定
工
場
に
選
ば
れ
た
こ
と
で
し

た
。
現
在
、
Ａ
Ｊ
Ｏ
Ｃ
に
は
３
０
０
店

舗
超
が
加
盟
し
て
い
ま
す
。

１
９
６
６
年
（
昭
和
41
）
に
は
「
光

陽
光
学
株
式
会
社
」
と
「
松
竹
光
学
株

式
会
社
」
が
合
併
、
名
称
を
「
東
海
光

学
株
式
会
社
」
に
変
更
し
ま
し
た
。
当

時
の
販
売
先
は
、
A
J
O
C
加
盟
店

様
が
約
95
％
を
占
め
て
い
ま
し
た
が
、

現
在
で
は
、「
パ
リ
ミ
キ
様
」「
J
I
N
S

（
ジ
ン
ズ
）
様
」「
Z
o
f
f
（
ゾ
フ
）

様
」「
愛
眼
様
」
と
い
っ
た
大
手
メ
ガ

ネ
チ
ェ
ー
ン
店
様
を
は
じ
め
、
全
国
の

眼
鏡
店
様
へ
販
売
し
て
い
ま
す
。

開
発
の
３
本
柱
は
、素
材
開
発
、

設
計
開
発
、二
次
加
工
開
発

独
創
的
な
商
品
展
開
が

特
徴

脳
科
学
レ
ン
ズ
に
つ
い
て
詳
し
く
教
え

て
く
だ
さ
い
。

２
０
０
８
年
に
業
界
初
、
レ
ン
ズ
設

計
に
脳
科
学
を
取
り
入
れ
た
遠
近
両
用

レ
ン
ズ
「
ベ
ル
ー
ナ
レ
ゾ
ナ
ス
」
を
発

表
し
ま
し
た
。

従
来
の
レ
ン
ズ
設
計
は
、
人
間
工
学

に
基
づ
い
た
光
学
レ
ン
ズ
設
計
と
モ
ニ

タ
ー
主
観
評
価
が
中
心
で
し
た
が
、
当

社
は
そ
こ
に
「
そ
の
見
え
方
を
、
脳
が

東海光学株式会社創立式典の様子

要
因
と
な
る
短
波
長
光
だ
け
を
効
果
的

に
カ
ッ
ト
す
る
機
能
カ
ラ
ー
と
い
っ
た

二
次
加
工
開
発
。
こ
の
３
つ
の
要
素
で

決
ま
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
組
み
合
わ
せ

で
、
多
様
な
商
品
を
生
み
出
し
ま
す
。　

当
社
は
、
３
つ
の
要
素
の
い
ず
れ
も

自
社
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
で
対
応
で
き
る
こ

と
が
強
み
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
ケ
ー
ス
に
よ
っ
て
は
、
パ
ー
ト

ナ
ー
企
業
様
や
取
引
先
様
、
産
官
学
で

取
り
組
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ス
ピ
ー

ド
ア
ッ
プ
に
も
繋
が
り
ま
す
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
取
り
入
れ
る
こ
と

も
必
要
だ
と
思
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

戦
中
に
岡
崎
へ
疎
開
。
１
９
５
７
年

（
昭
和
32
）
に
は
、
静
は
「
光
陽
光
学

株
式
会
社
」、
正
男
は
「
松
竹
光
学
株

式
会
社
」
と
、
兄
弟
と
も
に
法
人
を
設

立
し
ま
す
。

成
長
の
転
機
と
な
っ
た
の
は
、
現
在

も
名
古
屋
を
中
心
に
店
舗
展
開
し
て
い

る
「
キ
ク
チ
メ
ガ
ネ
様
」
の
二
代
目 

森
文
雄
氏
と
古
澤
静
と
の
出
会
い
で

す
。
１
９
５
８
年
（
昭
和
33
）
に
森
文

雄
氏
が
中
心
と
な
り
結
成
さ
れ
た
業
界

初
の
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
チ
ェ
ー
ン
（
Ｖ
Ｃ
）

で
、
眼
鏡
店
7
社
か
ら
な
る
「
オ
ー
ル

ジ
ャ
パ
ン
メ
ガ
ネ
チ
ェ
ー
ン
（
通
称
：

遮光眼鏡：まぶしさの原因となる500ｎｍ以下の
短波長光（紫外線＋青色光線）を効果的にカットし
て、コントラストを強調する特殊カラーフィルター
レンズ（CCP/CCP400シリーズ）。「医療補装具」
としての認可も受けており、網膜色素変性症など
の眼疾患を持つ方のQOL（生活の質）向上に大き
く貢献。

「女
じ ょ し か い

子開」

　東海光学の女性社員による商品開発チーム。
「美」と「健康」をテーマに、肌を美しく見せるカ
ラーコートレンズ「肌美人」などを開発。企画か
ら販売まですべてを手掛ける、部門の垣根を超
えたチーム。

脳科学レンズ

新総代に聞く新総代に聞く

経済月報 2026.6　　2021　　経済月報 2026.6



UAEに拠点を設立

ど
う
受
け
止
め
て
い
る
か
」
と
い
う
感

性
の
領
域
ま
で
踏
み
込
み
ま
し
た
。

き
っ
か
け
は
、
当
時
の
社
長
（
現
会

長
・
古
澤
武
雄
氏
）
が
、
テ
レ
ビ
番
組

で
「
日
本
酒
の
利
き
酒
を
行
う
際
に
脳

科
学
を
採
用
し
て
い
る
」
と
い
う
情
報

を
目
に
し
て
ピ
ン
と
き
た
こ
と
で
し
た
。

「
人
間
の
主
観
と
脳
が
感
じ
て
い
る

こ
と
は
同
じ
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
」

で
あ
る
な
ら
ば
、
人
が
感
じ
る
心
地
よ

さ
を
脳
波
で
測
定
し
て
、
見
え
心
地
、

掛
け
心
地
の
い
い
メ
ガ
ネ
レ
ン
ズ
を
設

計
開
発
で
き
な
い
か
と
考
え
た
の
で
す
。

脳
科
学
技
術
の
導
入
に
あ
た
っ
て

は
、
N
T
T
デ
ー
タ
経
営
研
究
所
様

と
の
共
同
開
発
に
よ
り
、
脳
波
測
定
か

ら
得
ら
れ
る
感
性
デ
ー
タ
を
レ
ン
ズ
設

計
に
採
用
し
ま
し
た
。

と
り
わ
け
脳
科
学
を
採
り
入
れ
た

「
遠
近
両
用
レ
ン
ズ
」
は
、
高
い
評
価

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

「
目
の
健
康
の
た
め
に
か
け
る
メ
ガ
ネ
」

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

「
視
力
補
正
」と「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
性
」

と
い
う
切
り
口
で
、
我
々
業
界
は
こ
れ

ま
で
提
案
し
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
他

の
可
能
性
を
提
案
し
、
市
場
を
創
造
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
こ

で
考
え
た
の
が
、「
目
の
健
康
の
た
め

に
か
け
る
メ
ガ
ネ
」
と
い
う
新
し
い
価

値
で
し
た
。

２
０
１
４
年
に
、
目
の
健
康
を
守
る

た
め
の
ア
イ
ケ
ア
デ
ザ
イ
ン
レ
ン
ズ「
ル

テ
ィ
ー
ナ
」
を
発
表
し
ま
し
た
。

眼
の
中
に
は
、
も
の
を
見
る
う
え
で

重
要
な
部
分
「
黄お
う
は
ん斑
部
」
に
存
在
す
る

色
素
「
ル
テ
イ
ン
」
が
あ
り
ま
す
。
ル

テ
イ
ン
は
、
眼
の
酸
化
ス
ト
レ
ス
の
原

因
と
な
る
青
色
光
を
吸
収
し
て
網
膜
を

保
護
す
る
役
割
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し

ル
テ
イ
ン
は
、
紫
外
線
な
ど
の
影
響
を

受
け
続
け
る
と
消
耗
し
て
し
ま
う
た
め
、

人
は
、
緑
黄
色
野
菜
を
摂
取
す
る
こ
と

で
そ
れ
を
補
っ
て
い
ま
す
。

健
康
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
リ
ス
ク
の

あ
る
光
を
カ
ッ
ト
す
る
こ
と
で
、
ル
テ

イ
ン
の
消
耗
を
抑
え
る
レ
ン
ズ
の
開
発

が
で
き
な
い
か
と
考
え
、
共
同
研
究
で

お
世
話
に
な
っ
て
い
た
網
膜
の
視
覚
生

理
学
専
門
家
で
あ
る
小こ
い
ず
み泉
周あ
ま
ね
先
生（
現・

北
陸
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学　
副

学
長
）に
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ル
テ
ィ
ー
ナ
は
、
紫
外
線
や
高
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
光
を
カ
ッ
ト
す
る
こ
と
で
、
ル

テ
イ
ン
の
消
耗
を
抑
制
す
る
レ
ン
ズ
で
す
。

今
で
こ
そ
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト
で
そ
の

機
能
を
補
お
う
と
い
う
商
品
も
出
て
い

ま
す
が
、
当
時
は
「
ル
テ
イ
ン
」
と
い

う
言
葉
自
体
が
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
う
し
た
中
で
、「
か

け
る
こ
と
で
目
の
健
康
を
守
る
」
と
い

う
レ
ン
ズ
の
提
案
を
行
っ
た
の
は
、我
々

が
業
界
で
初
め
て
で
し
た
。

脳
科
学
レ
ン
ズ
の
開
発
、
目
の
健
康

を
守
る
メ
ガ
ネ
の
提
案
と
開
発
、
い
ず

れ
も
業
界
先
駆
け
の
取
り
組
み
で
す
。

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｉ
ブ
ラ
ン
ド
を

世
界
へ

２
社
と
連
携
し
な
が
ら
貿
易
や
展
示
会

出
展
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

１
９
９
５
年
に
は
ベ
ル
ギ
ー
に
ジ
ョ

イ
ン
ト
ベ
ン
チ
ャ
ー
（
Ｊ
Ｖ
：
共
同

出
資
会
社
）「TO

KA
I O

PTEC
S 

N
.V

.

」
を
設
立
し
、
現
地
に
工
場
も

構
え
る
こ
と
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
場
へ

の
本
格
的
な
展
開
を
開
始
し
ま
し
た
。

市
場
が
大
き
い
中
国
で
は
２
０
１
０

年
に
上
海
に
、ま
た
２
０
１
９
年
に
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
に
、
そ
れ
ぞ
れ
販
売
拠
点

を
設
立
し
ま
し
た
。

２
０
２
５
年
に
は
U
A
E
（
ア
ラ

ブ
首
長
国
連
邦
）
に
拠
点
を
設
立
。
中

東
・
ア
フ
リ
カ
市
場
へ
の
本
格
進
出
を

図
る
予
定
で
す
。

ま
た
現
在
で
は
、
世
界
90
か
国
以
上

に
販
売
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

世
界
に
お
け
る
メ
ガ
ネ
の
市
場
動
向
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。　

伸
び
し
ろ
は
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
理
由
の
一
つ
は
、
世
界
の
人
口
が

今
後
も
増
加
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

加
え
て
、
近
年
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

や
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
り
、
近
視

の
人
が
世
界
的
に
増
え
て
い
ま
す
。
近

視
は
す
で
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
社
会
課
題

と
も
言
え
る
状
況
で
、
視
力
を
補
正
す

る
た
め
の
手
段
と
し
て
、
メ
ガ
ネ
の
需

要
は
今
後
も
続
い
て
い
く
と
見
て
い
ま

す
。ま

た
、
メ
ガ
ネ
に
求
め
ら
れ
る
価
値

や
ニ
ー
ズ
は
、
国
や
地
域
に
よ
っ
て
大

き
く
異
な
り
ま
す
。

海
外
市
場
に
お
け
る
当
社
の
レ
ン
ズ

は
、
ハ
イ
ス
ペ
ッ
ク
に
位
置
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
特
に
、
２
０
０
６
年
に
発

表
し
た
世
界
最
高
屈
折
率
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
1
・
76
レ
ン
ズ
が
高
く
評
価
さ
れ
、

当
社
の
技
術
力
を
印
象
づ
け
る
き
っ
か

け
と
な
り
ま
し
た
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
性
や
高
い
機
能
性
を

求
め
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
場
で
は
、
こ
う

国
内
眼
鏡
事
業
を
収
益
の
柱
に
、

今
後
の
成
長
エ
ン
ジ
ン
は

海
外
眼
鏡
事
業
と
光
機
能
事
業

と
一
緒
に
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

機
能
や
価
値
を
丁
寧
に
伝
え
、
レ
ン

ズ
本
来
の
価
値
が
価
格
に
も
反
映
さ
れ

る
形
で
提
案
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、

成
長
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

東
海
光
学
は
経
営
理
念
と
し
て
「
顧

客
第
一
主
義
」「
全
社
員
の
経
営
参
加
」

「
独
自
性
の
発
揮
」、
こ
の
3
つ
を
掲
げ

て
い
ま
す
。

顧
客
第
一
主
義
は
、
共
に
成
長
す
る

こ
と
に
通
じ
ま
す
。
お
得
意
様
が
売
上

を
伸
ば
し
、
成
長
す
る
こ
と
が
、
結
果

と
し
て
当
社
の
成
長
に
繋
が
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
私
た
ち
は
お
得
意
様
の
困

り
事
、
悩
み
事
を
解
決
で
き
る
提
案
を

し
、
信
頼
を
掴
み
、
商
品
を
販
売
し
て

い
た
だ
く
と
い
う
循
環
を
大
切
に
し
て

い
ま
す
。

海
外
へ
の
事
業
展
開
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。　
　

本
格
的
に
海
外
展
開
を
始
め
た
の

は
、
１
９
９
０
年
代
の
こ
と
で
、
台
湾

向
け
か
ら
で
す
。
当
時
は
ま
だ
、
社
内

に
貿
易
業
務
の
知
識
や
英
語
に
堪
能
な

人
材
も
十
分
で
は
な
く
、
日
本
の
商
社

国
内
の
市
場
動
向
を
ど
の
よ
う
に
捉
え

て
い
ま
す
か
。　
　

国
内
総
人
口
は
既
に
減
少
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
が
、
高
齢
化
の
進
展
に
よ
り
、

遠
近
両
用
メ
ガ
ネ
を
必
要
と
す
る
方
の

絶
対
数
は
、
今
後
も
し
ば
ら
く
増
え
て

い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
先
ほ
ど
触
れ
た
近
視
に
対
し

て
も
、
メ
ガ
ネ
を
通
じ
て
ま
だ
提
案
で

き
る
こ
と
は
あ
る
は
ず
で
す
。マ
ー
ケ
ッ

ト
の
伸
び
は
決
し
て
大
き
く
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
だ
か
ら
こ
そ
新
た
な

価
値
を
、
お
得
意
様
で
あ
る
眼
鏡
店
様

し
た
特
長
へ
の
ニ
ー
ズ
が
あ
り
、
ベ
ル

ギ
ー
に
Ｊ
Ｖ
を
設
立
し
た
理
由
の
一
つ

と
な
っ
て
い
ま
す
。
同
様
に
、
ア
ジ
ア

諸
国
に
お
い
て
も
当
社
の
技
術
や
品
質

は
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
は
、「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｉ
＝
ハ
イ
ク

オ
リ
テ
ィ
ー
＆
ユ
ニ
ー
ク
ネ
ス
ブ
ラ
ン

ド
」
と
し
て
各
国
で
認
知
度
を
上
げ
ら

れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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本社社屋

全
社
員
の
経
営
参
加
。
当
社
が
こ
れ

ま
で
90
年
近
く
に
わ
た
り
事
業
を
続
け

て
こ
ら
れ
た
の
は
、
や
は
り
社
員
の
お

か
げ
で
す
。
全
社
員
が
一
丸
と
な
り
、

一
人
ひ
と
り
が
成
長
し
て
い
く
こ
と
が
、

会
社
の
成
長
に
繋
が
り
ま
す
。

独
自
性
の
発
揮
。
私
が
社
員
に
伝
え

る
の
は
、「
他
社
が
や
ら
な
い
こ
と
、

や
れ
な
い
こ
と
、
や
り
た
く
な
い
こ
と

を
や
れ
ば
独
自
性
に
繋
が
る
。
そ
う

い
っ
た
視
点
で
商
品
開
発
を
し
て
い
こ

う
」
で
す
。
独
自
性
は
、
決
し
て
今
生

ま
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
創
業
以
来
、

先
輩
方
が
築
き
上
げ
、
そ
れ
が
脈
々
と

受
け
継
が
れ
て
き
た
か
ら
こ
そ
、
今
の

東
海
光
学
が
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
考
え
方
や
姿
勢
を
こ
れ

か
ら
も
我
々
は
受
け
継
ぎ
、
伝
え
て
、

実
践
し
て
い
く
。
こ
こ
は
東
海
光
学
の

原
点
で
あ
り
、
こ
れ
が
崩
れ
て
し
ま
え

ば
、
当
社
の
存
在
意
義
そ
の
も
の
が
失

わ
れ
て
し
ま
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ

さ
い
。　
　

国
内
の
メ
ガ
ネ
市
場
で
し
っ
か
り
と

収
益
を
上
げ
、
そ
の
基
盤
を
も
と
に
、

今
後
の
成
長
エ
ン
ジ
ン
で
あ
る
海
外
の

眼
鏡
事
業
と
光
機
能
事
業
を
強
化
し
て

い
く
、と
い
う
の
が
大
き
な
方
向
性
で
す
。

国
内
の
メ
ガ
ネ
市
場
も
、
新
し
い

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
創
造
し
て
い
く
こ
と

で
、
ま
だ
収
益
を
伸
ば
せ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
当
社
の
国
内
に
お
け
る
レ
ン

ズ
枚
数
の
シ
ェ
ア
は
現
在
20
％
弱
で
す

か
ら
、
ま
ず
は
こ
の
水
準
を
超
え
て
い

く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

一
方
で
、こ
の
先
人
口
減
少
が
進
み
、

国
内
市
場
は
縮
小
し
ま
す
。
そ
う
し
た

環
境
の
中
で
も
成
長
し
続
け
る
た
め

に
、
今
後
も
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
広
が
る
海

外
眼
鏡
事
業
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性

が
あ
る
光
機
能
事
業
に
、
積
極
的
に
経

営
資
源
を
投
入
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

光
機
能
事
業
部
で
は
、
メ
ガ
ネ
レ
ン

ズ
で
培
っ
て
き
た
ド
ラ
イ
コ
ー
テ
ィ
ン
グ

技
術
を
活
か
し
、
高
精
度
光
学
フ
ィ
ル

タ
、
半
導
体
製
造
装
置
な
ど
に
使
わ
れ

る
高
精
度
プ
リ
ズ
ム
と
い
っ
た
さ
ま
ざ

ま
な
光
学
機
器
を
製
作
す
る
よ
う
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
も
と
も
と
受
託
加
工

が
ベ
ー
ス
で
し
た
が
、
10
年
ほ
ど
前
か

ら
完
成
品
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
き
て

お
り
、
今
後
も
伸
長
が
期
待
で
き
ま
す
。

新
総
代
と
し
て
当
金
庫
に
期
待
さ
れ
る

こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

人
口
問
題
や
産
業
構
造
の
問
題
な

ど
、
現
代
は
ま
さ
に
変
化
の
激
し
い
時

代
で
す
。

我
々
の
よ
う
な
地
域
の
企
業
や
一
般

の
お
客
さ
ま
が
、
将
来
に
わ
た
っ
て
大

き
く
挑
戦
し
よ
う
と
し
た
り
、
自
分
の

人
生
を
こ
う
生
き
て
い
こ
う
と
し
て
い

る
中
で
、
岡
崎
信
用
金
庫
様
に
お
い
て

は
、
そ
う
し
た
一
人
ひ
と
り
の
想
い
や

挑
戦
に
、
ぜ
ひ
こ
れ
か
ら
も
寄
り
添
っ

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
我
々
の
未
来

に
対
す
る
挑
戦
を
後
押
し
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
な
存
在
で
引
き
続
き
あ
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

岡
崎
市
に
本
社
を
置
く
東
海
光
学

も
、
岡
崎
信
用
金
庫
様
と
と
も
に
地
域

に
喜
ば
れ
、
信
頼
さ
れ
る
企
業
と
し
て
、

一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
ま
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

1939年  3月	 古澤 静（故・名誉会長）、名古屋市中区向田町にて古澤レンズ工場創業。

1957年11月	 古澤 静、法人組織として光陽光学株式会社を設立。

1957年12月	 古澤正男（故・相談役）、法人組織として松竹光学株式会社を設立。

1966年  4月	 光陽光学株式会社、松竹光学株式会社が合併、名称を東海光学株式会社に変更。

1981年  9月	 プラスチック分野強化の為、（株）サンルックス（福井県鯖江市）に資本参加。

1982年  6月	 プラスチック専門工場を岡崎市日名中町に新設。

1983年12月	 代表取締役社長に古澤武雄が就任。

1990年  5月	 岡崎市花園工業団地に新工場完成。

1995年  9月	 海外販売強化の為、TOKAI OPTECS N.V.（ベルギー）に資本参加。

1996年  3月	 品質管理・保証に関する国際標準規格「ISO9002」の認証取得。

1997年  9月	 本社工場増設。

1998年  4月	 薄膜事業部設立。（現・光機能事業部）

2000年10月	 海外事業部設立。

2000年10月	 品質管理・保証に関する国際標準規格「ISO9001」の認証取得。

2000年10月	 環境管理に関する国際標準規格「ISO14001」の認証取得。

2001年11月	 岡崎市真福寺町（花園工業団地隣接）に薄膜事業所を新設。

2005年10月	 “完全ゼロエミッション工場”を全３工場で達成。

2006年  4月	 世界初・世界最高屈折率1.76のプラスチックレンズ「ベルーナZX-AS」を発売。

2008年10月	 業界初、レンズ設計に脳科学を取り入れた遠近両用レンズ「ベルーナレゾナスシリーズ」を発売。

2009年  6月	 代表取締役社長に古澤宏和が就任。代表取締役会長に古澤武雄が就任。　

2010年10月	 都愷光学貿易（上海）有限公司を中国上海に設立。

2011年  8月	 「女性だけの商品開発チーム（女子開）」結成。翌年5月に新色カラーコート「肌美人」を発売。

2013年10月	 薄膜事業部から光機能事業部へ名称変更。

2014年12月	 アイケアデザインレンズ「ルティーナ」を発売。

2018年11月	 光機能事業部が開発・製造の光センサー用集光器が「チェレンコフ望遠鏡アレイ」に搭載。

2019年  6月	 TOKAI OPTICAL AUSTRALIA PTY LTDをオーストラリア クイーンズランド州に設立。

2021年12月	 東海光学ホールディングス株式会社を設立。

2022年  8月	 愛知県豊橋市のガラス光学部品の加工専門メーカー、守田光学工業（株）をグループ化。

2022年12月	 医療機器に関する品質マネジメントシステム「ISO13485」の認証取得。

2024年  6月	 第二種医療機器製造販売業許可を取得。

2025年  1月	 アラブ首長国連邦（UAE）・シャルジャ・エアポート・フリーゾーン（SAIF）に

	 新工場「TOKAI OPTICAL MEA（FZC）」を設立。

東海光学株式会社　沿革

高精度プリズム

新総代に聞く新総代に聞く

経済月報 2026.6　　2425　　経済月報 2026.6
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Wonder fu l

か が や く ヒ ト

O
M

EN

『
顔
』と『
人
間
』を
探
る

能
面
師

1974年愛知県岡崎市生まれ。
1997年東京女子大学卒業。2009年から脚本家として活動。2012年第4回科学ドラマ大賞にて大賞を受
賞し、受賞作『ママはロボット』がドラマ化される。2018年能面師・中村光江氏に師事し、面打ちを始め
る。2021年「島熊山能面祭」に入選。以降、文化庁主催公演はじめ様々な能舞台でその能面が使用される。 
日本顔学会に所属。大学との共同研究や学会発表など、学術分野でも積極的に活動する。

麻生りり子 氏 Lilico Aso

能面師・脚本家・アーティスト・顔研究者

も
の
づ
く
り
と
し
て
の
執
筆

麻
生
り
り
子
さ
ん
は
、
県
立
岡
崎
高

校
を
経
て
、
東
京
女
子
大
学
で
社
会
学

を
学
ん
だ
。
卒
業
後
、
就
職
氷
河
期
の

中
、
総
合
職
と
し
て
採
用
さ
れ
、
仕
事

に
打
ち
込
ん
だ
時
期
も
あ
っ
た
が
、
結

婚
・
出
産
を
機
に
家
庭
に
入
っ
た
。「
２

人
の
子
を
育
て
る
日
々
に
も
、
喜
び
や

楽
し
さ
が
あ
り
ま
し
た
。
大
変
で
は

あ
っ
て
も
充
実
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
」。

一
方
で
、
飢
餓
感
や
焦
燥
も
感
じ
て

い
た
。
次
第
に
「
も
の
づ
く
り
が
し
た

い
」「
社
会
に
対
し
て
何
か
を
生
み
出

し
た
い
」と
い
う
思
い
が
芽
生
え
て
い
く
。

脚
本
家
に
な
る
ま
で

子
育
て
の
只
中
に
あ
っ
て
も
、
自
分

の
手
で
何
か
を
生
み
出
し
た
い
―
―
そ

の
思
い
の
先
に
あ
っ
た
の
が
、
執
筆
と

い
う
仕
事
だ
っ
た
。
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

１
台
あ
れ
ば
、
時
間
や
場
所
、
費
用
に

縛
ら
れ
ず
に
で
き
る
こ
と
も
、
育
児
に

追
わ
れ
る
日
々
の
中
で
は
大
き
か
っ

た
。「
も
と
も
と
本
や
物
語
の
世
界
が

好
き
な
ん
で
す
。
好
き
な
こ
と
な
ら
情

熱
を
注
げ
る
と
思
っ
た
か
ら
」。

腕
試
し
に
応
募
し
た
エ
ッ
セ
イ
コ
ン

ク
ー
ル
で
入
賞
し
、
２
０
１
０
年
に

は
、
母
と
の
日
常
を
綴
っ
た
エ
ッ
セ
イ

集
『
ガ
ン
だ
っ
て
。
―
ひ
ま
わ
り
母
さ

ん
バ
ン
ザ
イ
！
―
』
を
出
版
し
た
。
ガ

ン
で
余
命
宣
告
を
受
け
た
母
親
と
の
や

り
取
り
を
中
心
に
、
母
親
が
最
期
ま
で

人
生
を
前
向
き
に
生
き
た
さ
ま
を
綴
っ

た
エ
ッ
セ
イ
だ
っ
た
。

「
哀
し
い
出
来
事
を
、
こ
ん
な
に
面

白
可
笑
し
く
読
ま
せ
る
な
ん
て
」
と
、

そ
の
本
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
娘
が

所
属
し
て
い
た
児
童
劇
団
か
ら
脚
本
の

依
頼
を
受
け
る
。
作
詞
も
手
掛
け
た

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
脚
本
『
し
あ
わ
せ
の
青

い
鳥
』
は
作
品
化
さ
れ
、
劇
団
の
代
表

作
と
な
っ
た
。
現
在
も
全
国
各
地
の
子

ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
団
体
で
上
演
さ
れ

「しあわせの青い鳥」

モーリス・メーテルリンク作の『青い鳥』をベースにした
ミュージカル。貧しい家に生まれた兄妹のチルチルとミ
チル。女神に遣わされた３羽の青い鳥、ハッピー・ラッキー・
フォーチュンに導かれ、幸せを探しに様々な世界を旅する。
冒険の果てに待ち受けていたものとは…？目には見えな
い大切なものに気づく感動のファンタジー。

（提供：劇団「大きな夢）

脚
本
、能
面
、ア
ー
ト
、顔
研
究
。
異
な

る
分
野
に
見
え
る
そ
の
活
動
は
、麻
生

り
り
子
さ
ん
の
中
で
は
す
べ
て
、「
顔
」

と「
人
間
」を
め
ぐ
る
ひ
と
つ
の
探
究

に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

言
葉
で
人
の
内
面
や
関
係
性
を
描
き
、

能
面
で
顔
そ
の
も
の
を
形
づ
く
り
、研

究
に
よ
っ
て
そ
の
成
り
立
ち
を
問
い
直

す
。
表
現
の
手
段
は
違
っ
て
も
、向
き

合
っ
て
い
る
も
の
は
一
貫
し
て
い
る
。

て
い
る
。

「
期
せ
ず
し
て
脚
本
家
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
、
と
い
う
感
じ
で
し
た
。
で
も
、

せ
っ
か
く
な
ら
一
度
き
ち
ん
と
勉
強
し

よ
う
と
思
っ
た
ん
で
す
」。

そ
う
し
て
東
京
・
表
参
道
の
シ
ナ
リ

オ
ス
ク
ー
ル
で
学
び
、
さ
ら
に
国
立
研

究
開
発
法
人
科
学
技
術
振
興
機
構
（
Ｊ

Ｓ
Ｔ
）
主
催
の
「
第
４
回
科
学
ド
ラ
マ

大
賞
」
で
大
賞
を
受
賞
。
受
賞
作
『
マ

マ
は
ロ
ボ
ッ
ト
～
未
来
ハ
続
ク
ヨ
ド
コ

マ
デ
モ
～
』
は
、
病
気
で
亡
く
な
っ
た

母
親
そ
っ
く
り
の
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
と
家

族
の
葛
藤
と
共
生
を
描
い
た
物
語
で
、

の
ち
に
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
化
も
さ
れ
た
。

自
身
の
体
験
か
ら
生
ま
れ
た
受
賞
作

審
査
委
員
長
の
故
ジ
ェ
ー
ム
ズ
三
木

氏
か
ら
「
そ
こ
に
は
ド
ラ
マ
が
あ
っ
た
」

と
評
価
さ
れ
た
の
が
受
賞
の
決
め
手
と

な
っ
た
。

「
天
国
に
行
っ
た
マ
マ
が
、
ロ
ボ
ッ
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ト
に
な
っ
て
帰
っ
て
き
た
、
と
言
う
お

話
で
す
」。

そ
の
着
想
の
背
景
に
は
、
末
期
癌
の

母
の
闘
病
と
、
病
室
で
出
会
っ
た
若
い

母
親
の
死
を
目
の
当
た
り
に
し
た
経
験

が
あ
っ
た
。

「
母
を
病
室
に
見
舞
っ
た
時
、
隣
の

ベ
ッ
ド
に
は
、
当
時
の
私
と
同
じ
30
代

の
女
性
が
母
と
同
じ
胃
癌
で
入
院
し
て

い
ま
し
た
。
そ
の
日
は
、
旦
那
さ
ん
と

う
ち
の
子
達
と
同
じ
く
ら
い
の
ま
だ
幼

い
2
人
の
子
ど
も
た
ち
が
見
舞
い
に
来

て
い
て
。
し
ば
ら
く
し
て
再
び
病
室
を

訪
れ
た
時
、
彼
女
は
も
う
亡
く
な
っ
て

い
ま
し
た
」。

「
ま
だ
小
さ
い
こ
の
子
た
ち
を
残
し

て
、
な
ん
で
私
は
死
な
な
き
ゃ
い
け
な

い
の
、
と
毎
晩
泣
く
彼
女
を
慰
め
て
い

た
の
よ
」
と
母
か
ら
聞
い
て
い
た
。
そ

し
て
、
そ
の
母
も
逝
く
。

還
暦
の
お
祝
い
を
し
た
ば
か
り
の
母

や
、
自
分
と
同
世
代
の
女
性
が
幼
い
子

ど
も
を
残
し
て
亡
く
な
っ
て
い
く
。
そ

の
現
実
は
、
改
め
て
死
を
身
近
な
も
の

と
し
て
突
き
つ
け
た
。
も
し
自
分
が
同

じ
立
場
だ
っ
た
ら
―
―
そ
の
想
像
が
、

物
語
の
核
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

「
自
分
だ
っ
て
、
明
日
、
今
日
と
同

じ
よ
う
に
元
気
に
生
き
て
い
る
か
ど
う

か
わ
か
ら
な
い
」
と
痛
感
す
る
。「
今
、

私
が
、
小
さ
な
子
２
人
を
残
し
て
死
ん

で
し
ま
っ
た
ら
、
家
事
も
何
も
で
き
な

い
夫
と
こ
の
子
た
ち
は
ど
う
す
る
ん
だ

ろ
う
」
と
考
え
た
末
に
、
生
ま
れ
た
ド

ラ
マ
だ
っ
た
。

科
学
ド
ラ
マ
大
賞
は
、
子
ど
も
た
ち

が
科
学
技
術
関
係
の
進
路
を
目
指
す

き
っ
か
け
と
な
る
映
像
シ
ナ
リ
オ
と
い

う
趣
旨
で
募
集
し
て
い
た
。

「
私
自
身
、
科
学
は
得
意
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
小
学

生
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
科
学
に
苦
手

意
識
が
あ
る
方
で
も
面
白
く
観
ら
れ
る

よ
う
に
意
識
し
て
書
き
ま
し
た
。
自
分

の
経
験
を
も
と
に
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
、

ド
ラ
マ
と
し
て
の
リ
ア
リ
テ
ィ
も
出
せ

た
の
だ
と
思
い
ま
す
」。

こ
の
受
賞
を
き
っ
か
け
に
、
Ｊ
Ｓ
Ｔ

主
催
イ
ベ
ン
ト
の
台
本
な
ど
も
手
が
け

る
よ
う
に
な
っ
た
。

無
に
な
れ
る
も
の
づ
く
り

脚
本
で
人
の
内
面
や
関
係
性
を
描
い

て
き
た
麻
生
さ
ん
に
と
っ
て
、
能
面
と

の
出
会
い
は
、「
顔
」
そ
の
も
の
を
手

で
探
る
営
み
の
始
ま
り
で
も
あ
っ
た
。

シ
ナ
リ
オ
の
仕
事
を
始
め
て
10
年
ほ

ど
た
っ
た
頃
、
新
た
な
企
画
の
題
材
を

探
し
て
い
た
時
に
、「
能
面
師
」
と
い

う
生
業
の
存
在
を
知
る
。

「
日
本
の
伝
統
文
化
に
関
わ
る
仕
事

で
あ
り
、
職
人
の
匠
の
技
。
そ
ん
な
仕

事
が
あ
る
の
だ
と
知
っ
て
、
興
味
が
湧

き
ま
し
た
」。

ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
手
を
使
っ
た
も

の
づ
く
り
へ
の
思
い
も
強
く
な
っ
て
い

た
。「

も
の
を
作
っ
て
い
る
と
き
、
頭
が

空
っ
ぽ
に
な
る
感
覚
が
好
き
な
ん
で

す
。
脚
本
は
ず
っ
と
頭
で
考
え
続
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
？　
対
極

に
あ
る
無
に
な
れ
る
も
の
づ
く
り
を
、

ど
こ
か
で
求
め
て
い
た
の
だ
と
思
い
ま

す
」。能

面
師
・
中
村
光
江
さ
ん
の
も
と
へ

取
材
に
出
向
き
、
話
を
聞
い
た
り
、
制

文化庁主催・青少年育成事業 地域巡回公演『紅葉狩』にて

能
面
師
と
の
出
会
い

病死した母の代わりに、母そっくりのロボット「未来」が
家族のもとにやってくる。家事を完璧にこなす未来に対
し、子どもたちが葛藤しながら絆を深める物語。2013年
に映像化され、俳優の酒井美紀さんが母親役を、ロボッ
トを開発した科学者の父親役を、袴田吉彦さんが演じた。

「ママはロボット
� 〜未来ハ続クヨドコマデモ〜」

Ⓒテレパック（提供：科学技術振興機構（JST）
「サイエンスポータル」）

作
風
景
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
。
そ
の
場

で
「
や
ろ
う
」
と
決
断
し
、
そ
の
日
か

ら
能
面
を
打
ち
始
め
た
。

能
を
知
ら
ず
に
飛
び
込
ん
だ
世
界

「
実
は
、
最
初
は
能
面
が
能
で
使
う

も
の
だ
と
い
う
こ
と
す
ら
わ
か
っ
て
い

な
か
っ
た
ん
で
す
」。

能
面
に
対
し
て
は
、
無
表
情
の
比
喩

に
用
い
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
、
ホ
ラ
ー

映
画
や
小
説
に
出
て
く
る
お
ど
ろ
お
ど

ろ
し
い
モ
チ
ー
フ
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ

し
か
な
か
っ
た
と
い
う
。

面
打
ち
を
始
め
て
か
ら
、
能
面
が
能

舞
台
で
使
わ
れ
る
面
だ
と
知
る
。
そ
こ

で
、
能
楽
師
の
も
と
を
訪
ね
、
能
や
能

面
に
つ
い
て
学
び
、
能
の
舞
台
に
も
足

を
運
ん
だ
。

そ
の
な
か
で
気
づ
い
た
の
が
、
作
り

手
と
し
て
の
能
面
の
見
方
と
、
使
い
手

と
し
て
の
見
方
の
違
い
だ
っ
た
。

能
面
は
能
で
使
う
道
具
で
あ
る
。
そ

う
気
づ
い
た
時
、
麻
生
さ
ん
の
関
心
は
、

作
る
こ
と
そ
の
も
の
か
ら
、「
使
わ
れ

る
顔
」
と
し
て
の
能
面
へ
と
広
が
っ
て

い
っ
た
。
作
り
手
の
論
理
だ
け
で
は
な

く
、
実
際
に
舞
台
で
使
う
能
楽
師
の
視

点
も
知
り
た
い
。
ど
ち
ら
か
一
方
で
は

な
く
、
両
方
を
知
っ
た
う
え
で
能
面
に

向
き
合
い
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
う
考
え
て
能
や
能
面
に
つ
い
て
学
び

を
深
め
た
こ
と
が
、
そ
の
後
の
制
作
の

姿
勢
を
決
定
づ
け
た
。

２
０
２
１
年
に
は
「
第
15
回
島
熊

山
能
面
祭
」
に
応
募
し
、
入
選
作

「
逆さ
か
が
み髪

」
は
文
化
庁
主
催
巡
回
公
演
『
紅

葉
狩
』
に
使
用
さ
れ
た
。
こ
れ
を
き
っ

か
け
に
、
そ
の
後
、
観
世
流
の
舞
台
な

ど
で
広
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

能
面
制
作
の
奥
行
き

能
面
制
作
は
、
大
き
く
「
彫
り
」
と

「
塗
り
」
に
分
か
れ
る
。
素
材
と
な
る

ヒ
ノ
キ
を
木
槌
と
の
み
で
粗
彫
り
し
、

彫
刻
刀
で
細
部
ま
で
彫
り
進
め
る
。
そ

の
あ
と
、
顔
彩
で
彩
色
を
施
す
。

能
面
の
主
な
制
作
方
法
と
し
て
「
写

す
」
と
い
う
手
法
が
と
ら
れ
る
。

「
型
や
寸
法
、
色
や
タ
ッ
チ
だ
け
で

な
く
、
時
に
は
傷
や
汚
れ
も
古
面
そ
っ

く
り
に
写
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
そ
の
面

が
醸
し
出
す
気
配
や
雰
囲
気
の
よ
う
な

も
の
も
写
す
対
象
と
な
り
え
ま
す
。
つ

ま
り
そ
れ
は
、
そ
の
面
の
歴
史
や
経
過

アトリエ百合庵にて
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し
た
時
間
ご
と
写
す
、
と
い
う
こ
と
だ

と
考
え
て
い
ま
す
」。

「
あ
る
角
度
か
ら
見
て
う
ま
く
い
っ

て
い
て
も
、
別
の
角
度
か
ら
見
た
ら
ま

る
で
だ
め
、と
い
う
こ
と
は
し
ょ
っ
ち
ゅ

う
あ
り
ま
す
。
立
体
な
の
で
、
あ
ら
ゆ

る
角
度
か
ら
見
て
、
彫
り
や
そ
こ
か
ら

浮
か
び
上
が
る
表
情
を
確
認
し
ま
す
」。

麻
生
さ
ん
が
得
意
と
す
る
の
は
女
面

で
あ
る
。

「
女
性
の
骨
格
や
筋
肉
の
つ
き
方
、

化
粧
、
表
情
―
―
そ
う
し
た
も
の
を
踏

ま
え
る
と
、
女
性
で
あ
る
私
が
女
面
を

作
る
意
味
が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
」。

作
る
た
び
に
新
し
い
発
見
が
あ
り
、

そ
の
探
究
は
尽
き
る
こ
と
が
な
い
。

「
ひ
と
つ
わ
か
っ
た
と
思
う
と
、
さ

ら
に
奥
に
深
み
が
あ
る
。
こ
の
探
究
は
、

一
生
終
わ
ら
な
い
で
し
ょ
う
ね
」。

能
舞
台
で
立
ち
上
が
る
表
情

木
彫
り
の
能
面
は
動
か
な
い
。
そ
れ

で
も
、
角
度
や
光
の
当
た
り
方
に
よ
っ

て
、
驚
く
ほ
ど
豊
か
に
表
情
が
変
わ
っ

て
見
え
る
。
上
を
向
け
ば
視
線
は
上
を

見
上
げ
、
傾
き
に
よ
っ
て
口
元
に
は
微

笑
み
も
憂
い
も
宿
る
。
そ
の
不
思
議
こ

そ
、
麻
生
さ
ん
が
能
面
に
惹
か
れ
続
け

る
理
由
で
あ
る
。

「
当
た
り
前
の
こ
と
に
思
え
る
か
も

し
れ
な
い
で
す
け
ど
、
実
際
に
、
動
か

な
い
は
ず
の
木
彫
り
の
面
の
視
線
が
動

い
て
見
え
る
と
、
皆
さ
ん
驚
か
れ
る
ん

で
す
よ
」。

興
味
深
い
の
は
、
そ
の
変
化
が
舞
台

上
で
必
ず
し
も
明
確
に
見
え
る
わ
け
で

は
な
い
点
だ
と
い
う
。
客
席
か
ら
は
細

か
な
違
い
を
は
っ
き
り
捉
え
ら
れ
な
く

て
も
、
能
面
が
変
化
の
可
能
性
を
内
包

し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
観
る
者
の
無
意

識
の
な
か
で
表
情
の
揺
ら
ぎ
が
立
ち
上

が
る
―
―
麻
生
さ
ん
は
そ
う
考
え
て
い
る
。

「
能
面
が
表
情
を
変
化
さ
せ
る
可
能

性
を
内
包
さ
せ
た
職
人
の
匠
の
技
と
、

わ
ず
か
な
違
い
を
感
じ
取
る
日
本
人
の

感
性
の
両
方
が
、
そ
こ
に
あ
る
の
だ
と

思
い
ま
す
」。

能
面
を
単
な
る
伝
統
工
芸
と
し
て
で

は
な
く
、
見
る
人
の
感
覚
や
感
性
を
動

か
す
表
現
と
し
て
捉
え
て
い
る
か
ら
こ

そ
、
麻
生
さ
ん
の
活
動
は
制
作
に
と
ど

ま
ら
ず
、
展
示
、
研
究
、
創
作
へ
と
広

が
っ
て
い
っ
た
。

能
面
を
世
界
に
広
げ
る

能
面
を
日
本
の
伝
統
と
し
て
受
け
継

ぐ
一
方
で
、
麻
生
さ
ん
は
そ
の
可
能
性

を
現
代
へ
、
世
界
へ
と
拡
張
し
よ
う
と

し
て
い
る
。
そ
の
取
り
組
み
は
、「
伝

統
と
革
新
の
融
合
」
と
し
て
評
価
さ
れ
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
や
Ｃ
Ｎ
Ｎ

の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
で
も
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
。
型
を
壊
す
の
で
は

な
く
、
型
の
先
に
何
が
ひ
ら
け
る
の
か

を
探
る
試
み
で
あ
る
。

新
し
く
生
み
出
さ
れ
た
、
伝
統
の
型

と
異
な
る
面
は
「
創
作
面
」
と
呼
ば
れ

る
。
例
え
ば
２
０
２
０
年
の
コ
ロ
ナ
禍

で
制
作
し
た
「
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｂ
Ｉ
Ｅ
（
ア
マ

ビ
エ
）」
の
面
。
ア
マ
ビ
エ
は
海
に
棲

む
妖
怪
だ
が
、「
人
魚
の
一
種
だ
と
思

う
ん
で
す
。
海
を
渡
っ
て
南
の
海
や
西

洋
の
海
か
ら
来
た
の
か
も
し
れ
な
い
」

と
カ
ラ
フ
ル
な
色
彩
で
表
し
た
。「
Ｂ

Ｌ
Ｕ
Ｅ　
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｈ（
ブ
ル
ー
・
ア
ー

ス
）」
で
は
海
と
大
地
を
表
現
し
、「
Ｋ

Ａ
Ｇ
Ｕ
Ｙ
Ａ
（
か
ぐ
や
）」
で
は
、
竹

取
物
語
の
か
ぐ
や
姫
を
月
の
人
、
す
な

わ
ち
宇
宙
的
な
存
在
と
し
て
捉
え
直
し

た
。
日
本
か
ら
地
球
、宇
宙
へ
と
イ
メ
ー

ジ
を
広
げ
な
が
ら
、
創
作
面
を
生
み
出

創作面『BLUE EARTH』

創作面『AMABIE』

創作面『KAGUYA』

能面は、角度を変えると表情が変化して見える

オランダでの「UTSUSHIMI（うつしみ）プロジェクト」にて
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し
て
い
る
。

「
創
作
意
欲
が
湧
い
た
時
に
は
、
そ

れ
に
素
直
に
向
き
合
い
た
い
で
す
」。

伝
統
の
世
界
に
身
を
置
き
な
が
ら

も
、
代
々
続
く
能
楽
師
と
は
異
な
る
立

場
だ
か
ら
こ
そ
、「
自
分
が
感
じ
た
こ

と
を
、
よ
り
広
く
伝
え
て
い
き
た
い
」

と
語
る
。

能
面
は「
顔
」で
あ
る

能
面
は
、
顔
を
隠
す
た
め
の
仮
面
で

は
な
い
。
能
舞
台
で
物
語
を
演
じ
る
役

者
の
「
顔
」
と
な
る
も
の
だ
。
そ
う
考

え
た
麻
生
さ
ん
は
、
能
面
を
「
顔
」
と

し
て
研
究
し
よ
う
と
思
い
立
つ
。

調
べ
る
う
ち
に
「
日
本
顔
学
会
」
と

い
う
学
会
の
存
在
を
知
り
、
迷
わ
ず
入

会
。
現
在
は
、
顔
学
会
の
理
事
補
佐
に

就
任
し
、
顔
学
会
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
編

集
委
員
と
し
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
も
務

め
て
い
る
。

２
０
２
５
年
の
日
本
顔
学
会
大
会

「
フ
ォ
ー
ラ
ム
顔
学
」
で
は
、
Ｔ
Ｏ
Ｐ

Ｐ
Ａ
Ｎ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
と
の
共
同

研
究
を
発
表
し
、
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
賞

を
受
賞
し
た
。
タ
イ
ト
ル
は
「
笑
っ
て

喋
る
３
Ｄ
能
面
―
仮
想
空
間
内
の
光
源

操
作
に
よ
る
能
面
３
Ｄ
モ
デ
ル
の
顔
性

の
生
成
―
」。
能
面
に
光
を
動
か
し
な

が
ら
当
て
る
と
、
表
情
は
ど
の
よ
う
に

変
化
す
る
の
か
を
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
で

検
証
し
た
研
究
だ
。

「
日
本
の
方
で
も
、
能
面
の
表
情
変

化
に
つ
い
て
知
ら
な
い
人
は
多
い
と
思

い
ま
す
。
私
自
身
も
そ
う
で
し
た
。
だ

か
ら
こ
そ
、
何
百
年
も
前
の
天
才
的
な

能
面
師
た
ち
が
編
み
出
し
た
可
能
性

を
、
今
の
社
会
に
向
け
て
伝
え
て
い
き

た
い
の
で
す
」。

能
面
を
め
ぐ
る
探
究
は
、
作
品
制
作

に
と
ど
ま
ら
ず
、
企
業
や
大
学
と
の
共

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
も
広
が
っ
て
い
る
。

伝
統
文
化
を
感
覚
と
デ
ー
タ
の
両
面
か

ら
捉
え
直
す
試
み
は
、
麻
生
さ
ん
な
ら

で
は
の
領
域
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

脚
本
、
能
面
、
ア
ー
ト
、
顔
研
究
。

一
見
す
る
と
異
な
る
分
野
に
見
え
る

が
、
麻
生
さ
ん
の
中
で
は
す
べ
て
つ
な

が
っ
て
い
る
。
関
心
の
中
心
に
あ
る
の

は
、
一
貫
し
て
「
顔
」
で
あ
り
、「
人
間
」

だ
。
顔
を
通
し
て
人
が
何
を
感
じ
、
何

を
読
み
取
り
、
ど
う
関
わ
り
合
う
の
か
。

そ
の
問
い
に
向
き
合
い
続
け
て
い
る
。

表
現
の
手
段
は
変
わ
っ
て
も
、
探
究
し

て
い
る
も
の
は
ひ
と
つ
な
の
で
あ
る
。

「
も
ち
ろ
ん
、
何
で
も
簡
単
に
進
む

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
ま
ず

や
っ
て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
。
う
ま

く
い
か
な
け
れ
ば
、
ど
う
す
れ
ば
で
き

る
の
か
を
試
行
錯
誤
し
ま
す
。
試
行
錯

誤
す
る
の
は
、
好
き
な
ん
で
す
」。

岡
崎
の
森
を
生
か
す
能
面
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
麻
生
さ
ん
は
い
ま
、
岡
崎
の
森
の
ヒ

ノ
キ
を
生
か
し
た
新
た
な
能
面
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
る
。
岡
崎
の
ヒ

ノ
キ
材
の
提
供
や
地
域
と
の
つ
な
が
り

を
き
っ
か
け
に
、
森
の
木
を
能
面
と
い

う
文
化
表
現
へ
と
つ
な
ぐ
試
み
が
動
き

始
め
た
。

伝
統
的
な
能
面
制
作
の
技
法
と
現
代

的
な
技
術
と
を
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
、

能
面
の
新
た
な
見
せ
方
を
探
っ
て
い
る
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
単
に
作
品

を
制
作
す
る
だ
け
で
は
な
い
。
岡
崎
の

森
で
育
っ
た
ヒ
ノ
キ
を
、
能
面
と
い
う

か
た
ち
で
新
た
な
表
現
へ
と
結
び
直

し
、
地
域
資
源
の
価
値
を
文
化
の
側
か

ら
伝
え
て
い
く
試
み
で
も
あ
る
。
制
作

に
は
切
削
や
運
搬
、
展
示
な
ど
多
く
の

工
程
が
伴
う
た
め
、
今
後
は
地
元
企
業

や
団
体
と
の
連
携
も
視
野
に
入
れ
な
が

ら
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
育
て
て
い
く
考

え
だ
。

「
岡
崎
の
森
や
木
の
魅
力
に
も
目
を

向
け
て
も
ら
え
た
ら
う
れ
し
い
で
す
し
、

能
面
の
表
情
が
見
る
角
度
に
よ
っ
て
変

わ
る
面
白
さ
も
、
実
際
に
体
感
し
て
も

ら
い
た
い
ん
で
す
」。

何
で
も
バ
ー
チ
ャ
ル
で
体
験
で
き
る

時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
麻
生
さ
ん
は
現
物

に
触
れ
る
経
験
の
価
値
を
強
く
語
る
。

「
リ
ア
ル
で
感
じ
て
、
そ
の
場
に
い

る
人
と
共
有
し
、
お
互
い
の
違
い
を
認

め
合
え
る
場
を
つ
く
り
た
い
の
で
す
」

と
力
を
込
め
た
。

そ
れ
は
岡
崎
の
森
で
育
っ
た
ヒ
ノ
キ

を
、
能
面
と
い
う
文
化
の
「
顔
」
へ
と

変
換
し
、
地
域
資
源
の
新
た
な
価
値
を

可
視
化
し
て
い
く
試
み
で
も
あ
る
。
木
、

文
化
、技
術
、人
を
結
び
直
す
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
、
今
後
の
広
が
り
が
期
待

さ
れ
る
。

日
本
顔
学
会
へ
入
会
し
、

顔
研
究
者
の
道
へ

トッパンバーチャルヒューマンラボでの能面3D撮影の様子『フォーラム顔学2025』で研究発表する麻生さん

今
後
の
展
望
に
つ
い
て

ギャラリー葵丘にて
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外貨普通預金　商品概要

■苦情処理措置
　本商品の苦情等は、当金庫営業日に、営業店または顧客相談室（９時～17時　フリーダイヤル：0120－102－156）にお申し出ください。

■紛争解決措置
　愛知県弁護士会（電話：052-203-1777）、愛知県弁護士会西三河支部（電話：0564-54-9449）の紛争解決センター等で紛争の解決を図ること
　も可能ですので、利用を希望されるお客さまは、当金庫営業日に上記顧客相談室または紛争解決センター（10～16時）にお申し出ください。

裏面もお読みください。

「トータルアセットＵＳドル外貨普通預金」　
個人（原則として18歳以上）および法人のお客さま
外貨普通預金
預入時に1米ドルあたり10銭（90銭優遇）の為替手数料がかかります。
引出時に1米ドルあたり50銭（50銭優遇）の為替手数料がかかります。
預入方法は、米ドル建ての為替による振込入金、およびご本人の普通預金（円貨）からのお振替え
に限ります。（当金庫で開設済みの他の外貨預金口座からのお振替えはお取扱いできません。）

お引き出しは、当金庫を募集代理店とする保険契約の米ドル建て保険料の送金、および当金庫を通じて提携証券
会社に開設された金融商品仲介口座への米ドル建て送金、もしくはご本人の円預金口座へのお振替えに限ります。
（当金庫で開設済みの他の外貨預金口座へのお振替えはお取扱いできません。）

米ドル
1補助通貨単位
変動金利

商　品　名
対　象　者

為替手数料

留 意 事 項

預 金 種 類

取 扱 通 貨
預 入 単 位
適 用 利 率

詳しくは当金庫の窓口または　　0120-822-140 にてお尋ねください。
商号等　　岡崎信用金庫
登録番号　登録金融機関　東海財務局長(登金)第30号
加入協会　日本証券業協会

サービスのイメージ

外国債券

外国投信

外国株式
おかしん

本サービス専用の
外貨普通預金

普通預金から外貨積立

外貨建て生命保険
おかしんに
お任せ
ください！

現在の適用利率を
詳しく知りたい方

(※1) 別途、証券取引口座の開設が必要です。
(※2) 別途、送金手数料をご負担いただく場合があります。

金利サイトは
こちらから

魅力的な金利や為替手数料をご用意しています
「外貨建て」の商品にご興味があるお客さま！

「外貨」での運用を終えたら「円貨」で受け取らなきゃ…と考えていらっしゃいませんか？

実は 外貨建ての金融商品に
切り替えていくことができます。

普通預金口座から外貨積立もできます！
（個人のお客様は、おかしんアプリで残高確認もできます）

「米ドル」のまま

＋

お 利 息

くわしくは、窓口までお気軽におたずねください

○円資産でない基軸通貨の米ドルを併せ持つことで、分散投資に
　よりリスクを抑える効果に繋がります
○海外の高金利を享受できます

○外貨で殖やし、外貨のまま育てます
○円評価額だと感じやすい“ハラハラドキドキ”感が薄まります

○「円貨」にすることなく「外貨」で別の外貨建て商品の運用を
　続けられます

預入単位：１補助通貨単位　　　お預入れ期間：期間の定めはありません。
利率：変動金利。適用利率は、外部機関から提供を受ける短期資金取引等の金利を基準とし、週１回当金庫が
　　　定める利率とします。なお、マーケット環境等により見直しをすることがあります。
お預入れ方法：米ドル建ての為替による振込入金、およびご本人の普通預金（円貨）からのお振替えに限ります。
お引出し方法：円預金へのお振替えとなります。外貨預金口座へのお振替えはできません。

為替手数料：預入時に1米ドルあたり10銭（90銭優遇）の為替手数料がかかります。
　　　　　　引出時に1米ドルあたり50銭（50銭優遇）の為替手数料がかかります。
先物為替予約：お取扱いはできません。相場動向にはご注意ください。
預金保険制度：本商品は預金保険制度の対象外となります。

お引き出しは、当金庫を募集代理店とする保険契約の米ドル建て保険料の送金、および当金庫を通じて提携証券
会社に開設された金融商品仲介口座への米ドル建て送金、もしくはご本人の円預金口座へのお振替えに限ります。
（当金庫で開設済みの他の外貨預金口座へのお振替えはお取扱いできません。）

利子所得は、法人のお客さまの場合は総合課税、個人のお客さ
まの場合は源泉分離課税20.315％が課税されます。
※2013年1月1日から2037年12月31日までにお受取りいただ
くお利息については、復興特別所得税が追加課税され、一律
20.315％（国税15.315％、地方税5％）が源泉徴収されま
す。お利息はマル優の対象外です。

為 替 差 益

為替差益への課税は、法人のお客さまの場合は総合課
税、個人のお客さまの場合は雑所得となり確定申告に
よる総合課税の対象となります。ただし、年収2,000
万円以下の給与所得者の方で為替差益を含めた給与所
得以外の所得が年間20万円以下であれば、確定申告は
不要です。

お客さまホットライン 0120-822-140 （フリーダイヤル）（受付時間／土・日・祝日を除く9：00～17：00）

「外貨」のまま保有をしていただく効果

外貨預金に関するご注意事項
●外貨預金には為替変動リスクがあります。為替相場の変動により、お受け取りの際には当初外貨預金作成時の払い込み円貨額を下回
る（円ベースで元本割れとなる）リスクがあります。
●円を外貨にする際（預入時）および外貨を円にする際（引出時）は各通貨毎に手数料がかかります。お預け入れおよびお引き出しの際は、
手数料分を含んだ為替相場である当金庫所定のTTSレート（預入時）、TTBレート（引出時）をそれぞれ適用します。したがって、為替
相場の変動がない場合でも、往復（預入時および引出時）の為替手数料がかかるため、お受け取りの外貨の円換算額が当初外貨預金作
成時の払い込み円貨額を下回る（円ベースで元本割れとなる）リスクがあります。

●外貨預金は預金保険の対象外です。
●外貨預金はクーリング・オフの対象になりません。

税金について

お取り扱いする外貨は、「米ドル」です

01 通貨分散の効果が期待できます

02 為替変動で一喜一憂しない

03 為替手数料がかかりません￥0



最近の経済動向

▽個人消費

百貨店販売額
（百万円）

スーパー販売額
（百万円）

コンビニ販売額
（百万円）

新車販売
（台数）前年同期（月）比％ 前年同期（月）比％ 前年同期（月）比％ 前年同期（月）比％

25/4-6月 107,025 ▲2.8 259,458 3.9 191,516 2.9 69,336 8.7
7-9月 106,913 3.2 265,962 2.8 198,946 1.8 75,083 ▲2.7

10-12月 133,908 4.4 284,180 4.2 195,326 1.5 71,613 ▲3.2
26/1-3月 121,660 5.8 266,646 2.6 185,060 1.9 82,902 0.1
25/12月 53,832 3.6 105,722 1.1 67,204 0.9 21,586 ▲3.4
26/1月 43,026 7.3 93,617 3.8 61,275 1.0 25,531 17.7

2月 40,089 14.3 84,196 4.1 57,916 1.8 26,529 ▲10.6
3月 38,545 ▲4.2 88,833 ▲0.2 65,869 2.9 30,842 ▲1.9

（出所）経済産業省・中部経済産業局・（社）日本自動車販売協会連合会愛知県支部・（社）全国軽自動車協会連合会・国土交通省

▽貿易（前年同期（月）比％） ▽設備投資額（東海3県合計）

輸出額 輸入額 前年度比％
25/4-6月 ▲0.9 ▲1.5 22年度 5.8

7-9月 ▲1.2 ▲3.0 23年度 6.2
10-12月 2.4 ▲0.9 24年度 7.1
26/1-3月 3.9 1.8 25年度見込み 8.1
25/12月 ▲1.5 ▲2.2 26年度計画 0.8
26/1月 7.9 ▲5.2 （出所）�日本銀行名古屋支店ソフトウェアを含む設

備投資額（除く土地投資額）2月 ▲1.8 9.4
3月 6.4 2.5

（出所）�名古屋税関（愛知・岐阜・三重・静岡・長野の5県に蔵置された貨物の
輸出入金額）

▽住宅投資・公共投資・生産・雇用（愛知県）・物価（名古屋市）（前年同期（月）比％）

新設住宅
着工戸数 公共投資金額 鉱工業生産指数

（原指数）
有効求人倍率

（倍）
消費者物価指数

（注）前年同期（月）比％

25/4-6月 10,385 ▲22.3 30.0 0.9 1.32 3.6
7-9月 13,787 ▲3.4 31.4 ▲0.2 1.26 3.0

10-12月 13,293 ▲2.9 ▲11.3 ▲3.3 1.21 2.8
26/1-3月 12,196 ▲13.0 ▲32.4 ▲4.9 1.22 1.9
25/12月 4,335 ▲9.9 ▲2.4 ▲3.2 1.20 2.4
26/1月 3,776 4.0 ▲25.3 ▲3.1 1.23 2.1

2月 4,187 12.3 53.4 ▲1.6 1.22 1.8
3月 4,233 ▲36.4 ▲47.6 N/A 1.20 1.9

（出所）国土交通省・東日本建設業保証（株）・愛知県県民生活部統計課・愛知労働局� （注）生鮮食料品を除く

【現　況】
個人消費は、物価上昇などの影響を受けているが底堅く推移。貿易は、為替の影響があるものの輸出入と
も増加基調にある。

【愛知県の主要経済指標】

『経済月報』MONTHLY REPORT は
ホームページからもご覧いただけます。
URL https://www.okashin.co.jp/local/economy/index.html

『経済月報』に関する
「ご意見・ご感想」をお寄せください。

URL https://reg31.smp.ne.jp/regist/is?SMPFORM=qdph-ljrfpb-0d38371c297daf956d3d4deb2cfb59e9
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当金庫は

地元産業の発展と
社会の繁栄に

真心をもって奉仕する

基　本　方　針
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名古屋能楽堂（名古屋市中区）
木曽檜造りの本格的な能舞台と630席の見

けんしょ
所を誇る。能楽その他の伝統芸能の振興を図るとともに、文化活動及び観光の推進に寄与するため1997年に

開館した。

（写真提供：名古屋能楽堂）

この街が好き。
岡崎信用金庫は、

お客さまから愛され、信頼される
金融機関として、地域とともに

歩み続けます。

能舞台（老松）

この街が好き。
岡崎信用金庫は、

お客さまから愛され、信頼される
金融機関として、地域とともに

歩み続けます。
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